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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

生命倫理入門 2単位 (選択) 毎年 (前期)

Introduction to Biological Ethics 山野修司 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，板倉光夫 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，太田房雄 ·教授
北村清一郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，久保真一 ·教授，佐野壽昭 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，寺尾純二 ·教授 /人間栄養科学専攻

中條信義 ·教授，水口和生 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，松本耕三 ·助教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】バイオサイエンスおよび医療に従事する者は，人権，生命倫理に十
分な配慮を行い，個人情報保護，実験動物愛護にも同じく目を向けなければ
ならない．本授業は生命倫理に関わる基本的知識を修得することを目的とし
ている．

【授業概要】生命倫理学，臨床倫理学，社会倫理，個人情報保護，実験動物愛護
などの問題に日頃接することの多い講師が，経験に基づいた講義をオムニバ
ス方式で行う．

【履修上の注意】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席
として取り扱う．

【授業計画】
1.「ヒトゲノム ·遺伝子解析に関する倫理指針」について (担当者: 板倉
光夫)

2.「実験動物管理と情報処理にまつわる倫理学」 (担当者: 太田 房雄)
3.「キャンパスハラスメントを通して「医療従事者の倫理」を考える」 (担
当者: 北村 清一郎)

4.「法規や制度に関する基本的考え方—法医学の立場から」 (担当者: 久保
真一)

5.「大学における人権問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
6.「組織検体取り扱い上の倫理的問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
7.「食品の機能性 ·安全性の評価と社会倫理」 (担当者: 寺尾 純二)
8.「尊厳死や安楽死など生命倫理について」 (担当者: 中條 信義)
9.「遺伝医学の視点」 (担当者: 中堀 豊)

10.「先天異常，(or神経疾患，家族性腫瘍)の遺伝カウンセリング」 (担当
者: 中堀 豊)

11.「動物実験倫理」 (担当者: 松本 耕三)
12.「臨床治験に関する倫理」 (担当者: 水口 和生)
13.「ヒト胚の倫理学的な地位」 (担当者: 山野 修司)
14.「臓器移植の倫理的問題 (仮題)」 (担当者: 井藤 久雄 ·予定)
15. (未定)

【成績評価】出席状況 (厳格にする予定)を踏まえ，さらに小テストないし面接試
験で評価することを検討している．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=183005
【連絡先】
⇒山野 (088-633-9083, yamano@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 火曜日17:00˜18:00(保健学科B棟2階))
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

臨床心理学 2単位 (選択) 1年 (前期)

Clinical Psychology 佐藤健二 ·教授 /人間 ·自然環境研究科，山本真由美 ·教授，境泉洋 ·准教授，三留雅人 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題の概説
【授業概要】心と身体は密接につながっている．したがって「心の問題」の理解
と制御を扱う臨床心理学の基礎の習得は，精神医学・心身医学のみならず，ヘ
ルスバイオサイエンスを基盤とする医学，歯学，薬学，栄養学，保健学領域に
おいて重要である．そこで，本講義では，臨床心理学の定義，対象，方法 (代
表的な心理検査，心理療法)について，初学者を考慮して，その基礎と今日的
課題を概説する．心理療法に関しては，医学領域などでエビデンスを示す認
知行動療法について詳述する．

【履修上の注意】e-learning対応．
【到達目標】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題を説明できる
【授業計画】

1.臨床心理学の定義と対象 (佐藤)
2.臨床心理学の測定方法 / パーソナリティ，知能，発達等の査定法 (山本)
3.心理療法の基礎 (1) / 精神分析，分析心理学 (山本)
4.心理療法の基礎 (2)クライエント中心療法 (山本)
5.発達障害と特別支援教育の現状と課題 (山本)
6.行動理論と行動療法 (境)
7.認知療法 / うつ病 (境)
8.認知行動療法 / 不安障害 (境)
9.臨床心理的地域援助の基礎 (境)

10.臨床心理的地域援助の実際 / ひきこもり (境)
11.外傷後ストレス障害の認知行動療法 (佐藤)
12.摂食障害の認知行動療法 (佐藤)
13.体重減量・糖尿病の認知行動療法 (佐藤)
14.歯科心身症の認知行動療法 (佐藤)

【成績評価】毎回の講義でレポートを提出する．このレポートでは，A4一枚以内
で，講義概要を簡単にまとめ，それに対する考察・質問などを 15分以内で書
くことが求められる．e-learningの場合も同様で，毎回のレポート作成・オン
ライン提出を求める．また，このレポート提出を以て出席とする．2/3以上の
出席が必要．

【再試験】再試験無し
【教科書】教科書は使用しない．参考書などは，適宜，授業時に紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=183024
【連絡先】
⇒三留 (mitome@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 三留:水曜日
の12:00∼ 13:00(e-mail により調整可能))
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

社会医学 ·疫学 ·医学統計入門 2単位 (選択) 毎年 (後期)

Introduction to social medicine, epidemiology and biostatistics 有澤孝吉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
伊藤博夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，上野修一 ·教授，上村浩一 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，木原勝 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

谷岡哲也 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，德村彰 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，日野出大輔 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
森口博基 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，楊河宏章 ·准教授 /医学部 ·歯学部附属病院

【授業目的】社会医学・薬学，歯学等に関して，以下のような諸問題を多方面か
ら概説する． 1. 医療の効果の科学的な分析において必要な医学統計学の基
本について概説する． 2. 医療における ITの役割と病院マネジメントについ
て概説する． 3. 精神保健福祉に関する事象を明らかにするための分析手法
を概説する． 4. 口腔の健康を保持増進し，口腔疾患を予防するために必要な
疫学・統計の知識を概説する． 5. 医薬品の情報管理と安全対策はどうあるべ
きかを理解し，その具対策を概説する． 6. 薬害とは何か，どうして発生した
か，どうすれば防止できるか等について概説する． 7. 論文作成のための調査
デザイン，統計解析について概説する．

【授業概要】1) 臨床試験の意義と実際について，科学的なデザイン，倫理的に必
要な事項，日本での臨床試験の現状などの面から概説する． 2) 大学病院に
おける ITの活用事例や病院経営におけるマネジメントの方法について概説す
る． 3) 精神保健福祉における事象の特徴を統計学的に明らかにするための方
法論について，先行研究も踏まえて説明する． 4) 口腔疾患について，発生要
因の追求や疾病対策の効果判定に関する事例をまじえながら教授し，科学的
根拠に基づいた口腔疾患の予防法を概説する． 5) 患者の権利として要求され
る医療 (医薬品)情報開示・提供に際しての情報管理の在り方や医薬品の安全
対策とリスクマネージメントの具体論等を概説する． 6) 多くの薬害事例につ
いて，それらの発生要因や背景を考察し，薬害を如何に防止するかを考える．
7) データの種類および取り扱い，統計的検定の意味など，統計解析の基本に
ついて概説する．また，SPSSを用いたデータ解析の実習を行う．

【履修上の注意】講義は e-learning化しているので，e-learning学習も出席として取
り扱う．

【到達目標】社会医学 ·薬学 ·歯学等に関して，授業目的に示した講義内容の理解
が深まることを目標にする．

【授業計画】
1.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

2.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

3.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)

4.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)
5.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
6.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
7.病院における ITの役割 I (担当者: 森口 博基)
8.病院における ITの役割 II (担当者: 森口 博基)
9.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 上野 修一)

10.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 谷岡 哲也)
11.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 伊藤 博夫)
12.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 日野出 大輔)
13.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
14.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
15.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

16.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

【成績評価】講義中に提示した課題についてレポートを提出する．各講師の先生
の出席点・評点を総合的に考慮して決定する．

【再試験】再試験は基本的には行わない．
【教科書】各講師の指定した教材を使用する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182885
【連絡先】
⇒有澤 (088-633-7071, arisawa@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: e-mailにてアポイントメントを取り，面談してください．)

【備考】講師の先生によって講義をする場所が異なるので注意すること．
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

英語論文作成入門 2単位 (選択) 毎年 (後期)

Introduction to How to Write Up Scientific Manuscript in English 市原明 ·肩書，冨田修平 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，林良夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，福井清 ·教授 /疾患酵素学研究センター，中屋豊 ·教授 /人間栄養科学専攻
岡崎拓 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，樋口富彦 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，長篠博文 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，片岡英樹 ·非常勤講師

【授業目的】21世紀に医学，歯学，薬学，栄養学，保健学の各分野で活躍する人
材は英語が堪能であることが要求される．本授業ではこれらの領域で用いら
れる独特の英語表現法に関わる基本的知識を修得することを目的とする．

【授業概要】研究成果を国際的な学術雑誌に発表したり，海外の学会やシンポジ
ウムで発表や講演をしたりすることは，研究者養成を目的とする大学院教育
において必須の履修目標である．そこで，本授業では医学英語論文，用紙の
の作成方法について系統的な講義をビデオ並びにマルチメディア教材等を積
極的に活用しながら行う．更に，医科学用英語の聴き取り及び英語による討
論の訓練を行い，発表技術の向上を目指す．

【履修上の注意】 1)授業は後期のみに開講される．時間帯は原則的に火曜日の午
後であるが，講師の事情等により変更されることがある． 2)講義の一部は
e-learning化されているので，e-learning学習も出席として取り扱う． 3)20分
以上の遅刻は出席と見なさない．

【授業計画】
1.生物医学雑誌投稿に要求される条件 (I) (担当者: 福井 清)
2.生物医学雑誌投稿に要求される条件について (II) (担当者: 福井 清)
3.研究，論文，学会発表の進め方 (I) (担当者: 市原 明)
4.研究，論文，学会発表の進め方 (II) (担当者: 市原 明)
5.国際派研究者のためのテクニカル・ライティング (担当者: 片岡 英樹)
6.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (I) (担当者:
長篠 博文)

7.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (II) (担当者:
長篠 博文)

8.学会口演要旨作成上の留意点について実例をまじえて (担当者: 冨田修平)
9.論文作成に役立つコンピュータの利用法ー実例を示した結果，考察の書
き方ー (担当者: 中屋 豊)

10.英語による PowerPoint presentationについての要点 (担当者: 梶 龍兒)
11.英語論文の特性と日本語論文との比較 (担当者: 林 良夫)
12.医学英語 15のポイント (I) (担当者: 樋口 富彦)
13.医学英語 15のポイント (II) (担当者: 樋口 富彦)
14.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

15.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

【成績評価】講義への出席，随時の試験，受講態度を総合して行う．2/3以上の出
席がなければ不合格とする．再試験はない．

【教科書】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=183026
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

心身健康と環境ストレス 2単位
Psychosomatic health and environmental stress 武田英二 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】心身の健康におよぼす社会や家庭をはじめとする日常生活で生ずる
ストレスの影響について学習させる．心身の発育・発達を制御する栄養や睡
眠，ストレスによる遺伝子発現調節をはじめとするシステム生物学的解析，健
常者のストレス応答および病的ストレス応答と子どもの成長，等に関する知
識，活用法，評価技術，等を学習し理解する．

【授業概要】種々の環境ストレスが子どもの身体および精神の発育・発達に影響
をおよぼすことが明らかになっている．これらに関して，システム生物学，臨
床神経学，栄養科学，ストレスゲノミクス，遺伝学，精神医学等の専門分野で
得られている最新情報や評価方法を教授する．それぞれの専門に基づいた講
義をオムニバス方式で行い健康増進法および疾患治療法を考えさせることに
よって学生の潜在能力を活性化する．

【キーワード】心身健康，環境，ストレス
【授業計画】

1.システム生物学の基礎 (担当者: 岡崎紀明)
2.システム生物学の展開 (担当者: 岡崎紀明)
3.臨床神経学 (担当者: 梶 龍兒)
4.生体のストレス応答の仕組み (担当者: 六反 一仁)
5.ストレスゲノミクス (担当者: 六反 一仁)
6.時計遺伝子と代謝機構 (担当者: 勢井 宏義)
7.脳内脂質代謝機構と行動・睡眠調節 (担当者: 勢井 宏義)
8.栄養と脳変性疾患 (担当者: 後藤 恵)
9.神経精神症状と脳回路異常 (担当者: 後藤 恵)

10.医薬・食品化合物の構造と活性・機能の相関 (担当者: 中馬 寛)
11.プリオンの神経ストレス (担当者: 坂口 末廣)
12.日本食とストレス (担当者: 武田 英二)
13.不安とうつ病 (担当者: 大森 哲郎)
14.ヒト疾患の遺伝学 (担当者: 田宮 元)
15.ヒト疾患のゲノム研究 (担当者: 田宮 元)
16.レポート (担当者: 武田 英二)

【成績評価】受験資格 (三分の二以上の出席など)を満たした者のみを対象とした
レポート．

【再試験】再試験無し
【参考書】授業時に適宜，紹介する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=185446
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

生命科学の研究手法 2単位
羽地達次 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】大学院に進学した直後の院生に生命科学に関する基礎的な実験方法
を理解させる．

【授業概要】実験動物の取り扱い方，細胞と器官の培養方法とその応用，蛋白質
の取り扱い方とその解析方法，遺伝子解析の方法とその応用，抗体を用いた
研究方法とその蛋白質，免疫組織細胞化学に対する応用，数理モデルによる
生体機能発現機構の解明等生命科学の基礎的な研究技法を講義する．

【キーワード】生命科学，実験手法
【履修上の注意】受講生は必ず出席すること．
【到達目標】現在行われている生命科学研究方法の基礎を大学院進学直後に理解
し，研究生活にスムーズに入れるようにする．

【授業計画】
1.大学院に入学直後に現在用いられている研究手法を集中的に講義する．

1. 授業ガイダンスと生命科学の研究手法総論 (羽地，研究部長) 2. 実験動
物を利用した研究 (松本) 3. 細胞と器官の培養 (羽地) 4. (宮本) 5. 蛋白研
究 1(福井清) 6. 蛋白研究 2(藤原) 7. 抗体を用いた生化学的研究方法 (二
川，山本) 8. 抗体を用いた研究の臨床応用 (中屋) 9. 免疫学研究の基礎
(安友) 10. 免疫学研究の最近の進歩 (安友) 11. 遺伝子解析 1(福井裕) 12.
遺伝子解析 2(伊藤) 13. 遺伝子解析 3(高濱) 14. 遺伝子解析 4(高濱) 15. 数
理モデルによる生命機能の解析 (吉永)

【成績評価】出席状況，受講態度，レポート等により総合的に判定する．
【再試験】しない
【教科書】指定しないが，講義の都度プリント等資料を配布する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=185447
【連絡先】
⇒羽地達次 メールアドレス:tat-hane@dent.tokushima-u.ac.jp
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

臨床医科学入門 2単位 (選択) 毎年 (前期)

Introduction to Clinical Medicine 梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，伊東進 ·教授，添木武 ·講師 /医学部 ·歯学部附属病院
土井俊夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，坂東永一 ·教授，中條信義 ·教授，河野文昭 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

武田英二 ·教授 /人間栄養科学専攻，齋藤憲 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】臨床医学の基礎知識について概説する．
【授業概要】講義
【到達目標】循環器，呼吸器，消化器，腎臓，神経 ·筋，内分泌 ·代謝，血液の各
臨床領域における代表的な疾病につき，発生機序および原因となる遺伝子な
どの異常，そして各々の疾患の病態生理を理解させ，最新の診断および治療
法の理論と実践を学ばせる．

【授業計画】
1.消化器疾患の診断と治療 (担当 / 伊東 進)
2.循環器疾患の診断と治療 (担当 / 添木 武)
3.臨床医科学概論・神経系総論 1・2・3(担当 / 梶 龍兒)
4.腎臓病 1・2(担当 / 土井俊夫)
5.顎口腔機能入門 1・2(担当 / 坂東永一)
6.麻酔薬と精神機能 1・2(担当 / 中條信義)
7.顎顔面領域の手術後のリハビリテーション 1・2(担当 / 河野文昭)
8.医食同源 (担当 / 武田英二)
9.食の病理 (担当 / 武田英二)

10.循環器疾患の病態解析と時間医学 (担当 / 齋藤 憲)
【成績評価】出席状況と小テストまたはレポート等により評価する．
【教科書】なし
【参考書】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席とし
て取り扱う．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=183023
【連絡先】
⇒梶 (rkaji@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 水曜日の16:0

0-18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこないます: rkaji@clin.med.tokus
hima-u.ac.jp)．他の教員についても， e-mail にて時間調節の上，面談して
下さい．)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

プロテオミクス概論 2単位 (選択)

Introduction to Proteomics 谷口寿章 ·教授 /疾患酵素学研究センター，木戸博 ·教授 /疾患酵素学研究センター，蛯名洋介 ·教授 /疾患酵素学研究センター
野間隆文 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，宮本賢一 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】ポストゲノム時代における医学，生物学に重要な位置を占めるプロ
テオミクスの基礎を習得する．

【授業概要】遺伝子産物である蛋白質がどのように相互作用して生命活動を制御
するかを理解する手段としてのプロテオミクスの理論，解析法，応用例を体
系的に講義する．

【履修上の注意】講義においてはプリントも配布するが，プロジェクターなどを使
用しての講義なのでノートの取り方は工夫すること．

【授業計画】
1.授業ガイダンス+プロテオミクス序論 (担当者: 谷口寿章)
2.プロテオミクスを用いたインスリンシグナル伝達の解明 1 (担当者: 蛯名
洋介)

3.プロテオミクスを用いたインスリンシグナル伝達の解明 2 (担当者: 蛯名
洋介)

4.プロテオミクスを用いたインスリンシグナル伝達の解明 3 (担当者: 蛯名
洋介)

5.健康長寿食品とプロテオミクス 1 (担当者: 宮本賢一)
6.健康長寿食品とプロテオミクス 2 (担当者: 宮本賢一)
7.エネルギー代謝のプロテオミクス 1 (担当者: 野間隆文)
8.エネルギー代謝のプロテオミクス 2 (担当者: 野間隆文)
9.プロテオミクス解析の疾患への応用【基礎】 (担当者: 木戸博)

10.インフルエンザ脳症のプロテオミクス解析【応用 1】 (担当者: 木戸博)
11.ゲノミクスとプロテオミクスを統合したインフルエンザ脳症の解析【応
用 2】 (担当者: 木戸博)

12.プロテオミクスの解析技術 (担当者: 谷口寿章)
13.生体高分子の質量分析法 (担当者: 谷口寿章)
14.翻訳後修飾の解析 (担当者: 谷口寿章)
15.プロテオミクスの生命科学への応用 (担当者: 谷口寿章)

【成績評価】出席状況，受講態度，レポートなどにより判断する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182900
【連絡先】
⇒谷口 (088-633-7426, hisatan@ier.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー:
水曜日の16:00∼ 18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこないます))

⇒他の教員についても， e-mail にて時間調節の上，面談して下さい．
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

健康食品・漢方 2単位 (選択)

Health food and herbal medicine 高石喜久〈授業責任者 〉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，寺尾純二 ·教授 /人間栄養科学専攻，武田英二 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】健康食品・漢方・天然薬物に関する正しい知識と，適正な使用方法
に関する基本事項を身につける．

【授業概要】人々の病気の治療・予防に大きな役割を担っている健康食品・漢方
薬・天然薬物をより有効に，かつ安全に使うために，健康食品の法律と制度，
現状と問題点，健康食品の素材と機能成分，栄養補助食品，特定保健用食品，
漢方薬とサプリメント，天然薬物と生薬，天然物化学研究と医薬品開発等に
ついて講義する．

【履修上の注意】事情により講義に出席が困難な人 (社会人大学院生，就職活動等)
は担当教員にメールで連絡下さい．場合に依りましては考慮します．

【授業計画】
1.天然薬物・生薬 (担当者: 高石 喜久)
2.漢方薬とサプリメント (担当者: 高石 喜久)
3.天然薬物からシード化合物の探索研究 (担当者: 高石 喜久)
4.天然物化学研究と医薬品開発 (担当者: 高石 喜久)
5.総合討論「漢方・天然薬物について」 (担当者: 高石 喜久)
6.健康食品の法律と制度 (担当者: 寺尾 純二)
7.栄養学から見た健康食品の現状と問題点 (担当者: 寺尾 純二)
8.健康食品の素材と機能成分 (1) (担当者: 寺尾 純二)
9.健康食品の素材と機能成分 (2) (担当者: 寺尾 純二)

10.総合演習 (担当者: 寺尾 純二)
11.栄養補助食品 / サプリメントとしてのビタミン類，ミネラル類 (担当者:
武田 英二)

12.特定保健用食品 / プロバイオテイクス，プレバイオテイクス (担当者: 武
田 英二)

13.特定保健用食品 / 脂質代謝調節食品 (担当者: 武田 英二)
14.特定保健用食品 / 骨，血圧，血糖調節食品 (担当者: 武田 英二)
15.総合討論 (担当者: 武田 英二)

【成績評価】出席状況とレポート等により評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182854
【連絡先】
⇒高石 (088-633-7275, takaishi@ph.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー:
木曜日12:00—13:00又はメールにより時間調整．
他の教員についてもメールにて時間調整の上，面談して下さい．)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

分子栄養学特論 2単位 (選択) 毎年 (後期)

宮本賢一〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】栄養素の持つ分子シグナルについて理解し，食事と遺伝子発現との
関係性を学ぶ

【授業概要】栄養素としてのアミノ酸，グルコース，各種ミネラルおよびビタミン
生理作用を分子栄養学的な側面から解説する．酸の栄養学的意義について考
察し，健康と生命および身体の恒常性の維持に関する基礎的知識を習得する．

【履修上の注意】講義においてはプリントも配布するが，プロジェクターなどをし
ようしての講義なのでノートの取り方は工夫すること．

【授業計画】
1.アミノ酸の分子栄養学 1
2.アミノ酸の分子栄養学 2
3.アミノ酸の分子栄養学 3
4.グルコースの分子栄養学 1
5.グルコースの分子栄養学 2
6.グルコースの分子栄養学 3
7.脂質の分子栄養学 1
8.脂質の分子栄養学 2
9.カルシウムの分子栄養学 1

10.カルシウムの分子栄養学 2
11.リンの分子栄養学 1
12.リンの分子栄養学 2
13.脂溶性ビタミンの分子栄養学
14.水溶性ビタミンの分子栄養学
15.分子栄養学と各種疾患

【成績評価】授業への酸化の姿勢と到達目標の達成度により評価し単位を認定
する．

【再試験】なし (欠席の場合は，課題のレポートを課す)
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182820
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

タンパク質・アミノ酸代謝の生理学特論 2単位 (選択) 毎年 (後期)

Protein and amino acid metabolism 二川健〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，奥村裕司 ·准教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】タンパク質・アミノ酸代謝について理解し，特にタンパク質転写・
合成およびその分解と栄養素についての相互作用を学問する．

【授業概要】タンパク質転写・合成およびその分解の調節機構について述べ，そ
れらを調節している栄養素の作用について講義する．また，タンパク質転写・
合成およびその分解の地調節機構の分子メカニズムついて考察させることに
より，統合された生体機能の調節機構を理解させる．

【履修上の注意】最初に，教員がプリントや液晶プロジェクターを用いて講義する．
その後，関連する論文を各人に発表させそれぞれについて議論する．現在，
e-learningの予定なし． 2年に 1度のサイクルで開講しているので，来年度は
開講しない予定．

【授業計画】
1.タンパク質合成 1 (担当者: 二川 健)
2.タンパク質合成 2 (担当者: 二川 健)
3.タンパク質合成 3 (担当者: 二川 健)
4.タンパク質合成 4 (担当者: 二川 健)
5.タンパク質合成 5 (担当者: 二川 健)
6.アミノ酸代謝 1 (担当者: 二川 健)
7.アミノ酸代謝 2 (担当者: 二川 健)
8.アミノ酸代謝 3 (担当者: 二川 健)
9.アミノ酸代謝 4 (担当者: 二川 健)

10.アミノ酸代謝 5 (担当者: 二川 健)
11.タンパク質分解 1 (担当者: 奥村裕司)
12.タンパク質分解 2 (担当者: 奥村裕司)
13.タンパク質分解 3 (担当者: 奥村裕司)
14.タンパク質分解 4 (担当者: 奥村裕司)
15.タンパク質分解 5 (担当者: 奥村裕司)

【成績評価】出席状況 (遅刻・早退)，レポート，スライドを使用した発表等によ
り評価する．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182801
【連絡先】
⇒二川 (nikawa@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 金曜日
の16:00-17:00)

⇒奥村 (yuushi@ier.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 水曜日の16時
から18時)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

食品機能学特論 2単位 (選択) 1年 (後期)

Functional Food Science Adv anced Lecture 寺尾純二 ·教授 /人間栄養科学専攻，山西倫太郎〈授業責任者 〉 ·准教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】ヒトの健康維持や疾病予防に関わる食品機能成分の三次機能発現機
構について具体例を基に講義することにより，食品機能成分の応用に向けた
基礎知識を修得させる．

【授業概要】前半部 (山西担当)では，アレルギー・免疫に関する生理的メカニズ
ムについて解説し，アレルギー問題を克服するための食品開発について講義
する．そして，前半部の最終講義時には，各受講生に，食品として利用可能
な成分の新しい健康維持機能 (論文または学会発表された段階のものが望まし
い)を紹介させ，それを用いた機能性食品開発についてプレゼンテーションさ
せる．後半部 (寺尾担当)では，食品や食品成分に含まれる抗酸化物質の構造
と機能について解説し，生体の酸化ストレス制御をめざした食品開発のため
の基礎情報を講義する．受講生にはセミナー形式で食品抗酸化物質の機能に
関する最新の論文の内容を発表させる．

【授業計画】
1.アレルギー・免疫 概論
2.アレルゲン性低減化食品の開発
3. n-3系脂肪酸の利用
4.カテキン・ポリフェノールの利用
5.抗酸化成分の利用
6.免疫寛容について
7.プロバイオティクスの利用
8.機能性食品開発シミュレーション (受講生によるプレゼンテーション)
9.生体の酸化ストレスと抗酸化機構

10.食品抗酸化物質の構造と機能 (1) ビタミン E解説
11.食品抗酸化物質の構造と機能 (2) ビタミン E文献紹介セミナー
12.食品抗酸化物質の構造と機能 (3) カロテノイド解説
13.食品抗酸化物質の構造と機能 (4) カロテノイド文献紹介セミナー

【成績評価】実験実習への出席状況により判定する
【再試験】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182848
【連絡先】
⇒寺尾 (088-633-7087, terao@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 金曜日の18:00∼ 20:00(e-mailにより時間調節を適宜おこないます))

⇒山西 (088-633-9366, rintaro@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 水曜日の16:00∼ 17:00)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

国際環境安全学概論 2単位 (選択) 毎年 (前期)

Introduction to International Environmental Safety 太田房雄 ·肩書，大和正幸 ·助教 /人間栄養科学専攻，古賀哲郎 ·肩書

【授業目的】健康に影響する環境因子の中で，生物学的環境因子によるリスクか
ら食品の安全性を保持する方法等に関する基礎/実践面での高度な知識を取得
することを目的とする．

【授業概要】国外に存在する環境因子の中でも食品を介して全身感染性を引き起
こす生物因子に関する基礎知識を紹介し，それらの伝搬様式，生物学的性質
を解説して，環境保護の活動を通して食品の安全性を計る方策を展開する．

【履修上の注意】1)講義の一部は e-learning化しているので，e-learning学習も出席
として取り扱う．2)授業は後期のみに開講される．時間帯は原則的に火曜日
の午後であるが，講師の事情等により変更されることがある．3)20分以上遅
れる場合には出席と見なされない．

【授業計画】
1.ガイダンス+序論 (担当者: 太田 房雄)
2.環境因子と食品安全 (I) (担当者: 太田 房雄)
3.環境因子と食品安全 (II) (担当者: 太田 房雄)
4.大腸菌の毒素と生物作用と食品安全 (I) (担当者: 大和 正幸)
5.大腸菌の毒素と生物作用と食品安全 (II) (担当者: 大和 正幸)
6.腸管出血大腸菌と食品安全 (I) (担当者: 太田 房雄)
7.腸管出血大腸菌と食品安全 (II) (担当者: 太田 房雄)
8.環境中の腸炎ビブリオと食品安全 (I) (担当者: 古賀 哲郎)
9.環境中の腸炎ビブリオと食品安全 (II) (担当者: 古賀 哲郎)

10.狂牛病と食品安全 (I) (担当者: 太田 房雄)
11.狂牛病と食品安全 (II) (担当者: 太田 房雄)
12.鳥型インフルエンザと食品安全 (I) (担当者: 太田 房雄)
13.鳥型インフルエンザと食品安全 (II) (担当者: 太田 房雄)
14.植物と食品安全 (I) (担当者: 太田 房雄)
15.植物と食品安全 (II) (担当者: 太田 房雄)

【成績評価】成績の評価は講義への出席，随時試験，授業中における学生の態度
などで行う．2/3以上の出席がなければ不合格となる．

【再試験】行わない．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182823
【連絡先】
⇒太田 . (オフィスアワー: 月曜日の16:00∼ 18:00(緊急要件以外には，e-m

ailに))
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

栄養サポート概論 2単位 (選択) 1年 (後期)

中屋豊〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，髙橋章 ·教授 /人間栄養科学専攻，保坂利男 ·助教 /医学部 ·歯学部附属病院

【授業目的】臨床の各病態下に置ける，栄養管理を修得させる．また，チーム医
療の一員として，活躍できるように栄養以外の知識 (病態，検査，治療)も習
得する．

【授業概要】各病態における栄養管理
【授業方法】オムニバス方式
【履修上の注意】インターネットで症例，学習資料を提示する．症例における問題
点を見つけ，自己学習する．ネット上で栄養管理に関する討論を行う．症例
の検討結果および課題に対するレポート提出．

【授業計画】
1.栄養評価 (SGA，ODA)と栄養必要量の算出 (担当者: 保坂 利男)
2.脱水 (脱水の種類，Naの意義，口渇) (担当者: 中屋 豊)
3.水・電解質異常 (酸塩基平衡 1) (担当者: 中屋 豊)
4.嘔吐・下痢 (電解質異常，酸-塩基平衡 2，輸液) (担当者: 中屋 豊)
5.経腸栄養の管理 (担当者: 高橋 章)
6.短腸症候群 (消化管の機能，術後の合併症) (担当者: 高橋 章)
7.糖尿病腎症と肺炎 (ストレス下の糖尿病のコントロール) (担当者: 保坂
利男)

8.糖尿病性昏睡 (感染症と糖尿病，シックデイの対策) (担当者: 保坂 利男)
9. COPD(呼吸器疾患の病態，COPDと栄養) (担当者: 保坂 利男)

10.心不全 (心不全の病態理解，心不全の栄養管理) (担当者: 中屋 豊)
11.食道癌 (術前・術後の栄養管理，免疫増強栄養剤) (担当者: 高橋 章)
12.抗ガン剤治療中の栄養管理 (抗ガン剤投与時の副作用対策) (担当者: 中
屋 豊)

13.熱傷 (外傷時のストレスと栄養) (担当者: 高橋 章)
14.症例検討 1 (担当者: 高橋 章)
15.症例検討 2 (担当者: 中屋 豊)

【成績評価】レポート提出．ネットでの討論参加の際の意見を評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182826

— 17 —

http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182826


栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

臨床栄養学特論 1 2単位 (選択) 毎年 (集中)

中屋豊〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，武田英二 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】臨症例を通して，実際の栄養評価，栄養管理法を習得する．また，
チーム医療の一員として，，活躍できるように栄養以外の知識 (病態，検査，治
療)も習得する．

【授業概要】1，症例はあらかじめ，提示する．2，各症例の病態，検査，投薬，栄
養管理をまとめる．3，問題点を見つけ，それに対する討論を行う．

【履修上の注意】講義と演習．演習では症例提示し，症例の病態などを理解する．
症例における問題点を見つけ，自己学習する．前もって学習を行い，さらに
討論を行うことにより，理解を深める．

【授業計画】
1. 1日目 / 10:00∼ 11:30 栄養管理の基礎 / 11:45∼ 12:30 症例検討 /

12:30∼ 13:30 昼食 / 13:30∼ 15:00 水・電解質・酸塩基平衡と栄養 /
15:15∼ 16:45 症例検討 / 17:00∼ 18:00 諸種病態における輸液管理

2. 2日目 / 9:00∼ 10:30 消化管の生理と病態 / 10:45∼ 12:15 症例検討 /
12:15∼ 13:00 昼食 / 13:00∼ 14:30 チュートリアル (討論)

【成績評価】1，討論をとうして理解度を評価する．2，レポート
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182843
【備考】2日間の集中講義 (東京サテライトオフィス)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

臨床栄養治療学特論 2単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年)

武田英二〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，竹谷豊 ·准教授 /人間栄養科学専攻

【授業概要】栄養治療を実践するためのチ-ム医療 (NST)のあり方，栄養障害患者
の栄養管理法，新規栄養治療法を確立する基盤と方法，栄養・食品の機能と
栄養治療，栄養治療とインタ-ネット活用，などを習得させる．

【授業方法】オムニバス方式
【授業計画】

1.栄養障害患者の病態，栄養エネルギ-代謝障害，それを評価する栄養アセ
スメント法について体系的に講義する．さらに，病態に対応した栄養治
療法の最新情報について講義する． (担当者: 武田教授)

2.栄養障害患者の栄養補給法，栄養療法及び栄養教育法について体系的に
講義する．さらに栄養・食品の機能の最新情報やインタ-ネット活用法に
ついて講義する． (担当者: 竹谷助教授)

【成績評価】実験実習への出席状況により判定する
【再試験】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182844
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

公衆栄養学特論 2単位 (選択) 1年 (後期)

酒井徹〈授業責任者 〉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】公衆栄養活動の科学的根拠について学習する．
【授業概要】栄養を含めた環境因子と健康問題との関連を学習し，特定の疾患予
防や治療に公衆栄養を応用するための基礎的知識を理解させる．

【履修上の注意】講義においてプリントを配布するが，プロジェクターなどを使用
して説明も行う．ノートの取り方を工夫すること．

【授業計画】
1.科学的根拠に基づく栄養学の理論について事例をあげて解説を行う．

【成績評価】出席状況により判定する
【再試験】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182815
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

臨床栄養学入門 2単位 (必修) 1年 (後期)

武田英二〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，中屋豊 ·教授 /人間栄養科学専攻，宮本賢一 ·教授 /人間栄養科学専攻，竹谷豊 ·准教授 /人間栄養科学専攻
髙橋章 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】栄養障害患者の栄養管理法，新規栄養治療法を確立する基盤と方法，
栄養・食品の機能と栄養治療，栄養治療などを修得させる．

【授業概要】生体の恒常性からみた疾病の病態生理学的および病態生化学的背景
を解説し，経口，経腸および経静脈栄養を用いた高度の栄養管理法を，スラ
イドや文献資料を用いて修得させる．

【授業方法】オムニバス方式
【履修上の注意】講義の一部は e-learning化しているので，e-learning学習も出席と
して取り扱う．

【授業計画】
1.糖尿病の病態 (担当者: 武田英二)
2.糖尿病の栄養管理法 (担当者: 武田英二)
3.糖尿病患者に対する機能性食品の活用 (担当者: 武田英二)
4.骨粗鬆症の病態 (担当者: 竹谷 豊)
5.骨粗鬆症の栄養管理法 (担当者: 竹谷 豊)
6.手術や感染など侵襲下における栄養代謝 (担当者: 中屋 豊)
7.手術や感染など侵襲下における栄養管理 (担当者: 中屋 豊)
8.褥そうの栄養管理 (担当者: 中屋 豊)
9.腸感染症での水分・栄養代謝 (担当者: 高橋 章)

10.腸感染症の栄養管理 (担当者: 高橋 章)
11.腎不全・透析患者のミネラル代謝 (担当者: 宮本 賢一)
12.腎不全・透析患者の栄養管理 (担当者: 宮本 賢一)
13.腎不全・透析患者に対する特殊食品の活用 (担当者: 宮本 賢一)
14.肝臓疾患のアミノ酸代謝 (担当者: 桑波田 雅士)
15.肝臓疾患の栄養管理 (担当者: 桑波田 雅士)

【成績評価】出席状況と討議内容，発表またはレポート等により評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182842
【連絡先】
⇒武田 (088-633-7093, takeda@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 月曜日の16:00∼ 18:00(e-mailにより時間調節を適宜おこないます)
)

⇒他の教員についても，e-mailにて時間調節の上，面談して下さい．
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

健康科学特論 2単位 (必修) 1年 (通年), 2年 (通年)

中屋豊〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，宮本賢一 ·教授 /人間栄養科学専攻，岸恭一 ·肩書，寺尾純二 ·教授 /人間栄養科学専攻，太田房雄 ·肩書
武田英二 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業概要】学内，学外及び海外の演者による，最新栄養学・医学・食品学の紹介
【履修上の注意】受講票を必ず持参すること
【成績評価】講演会等への出席状況により判定する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182809
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

人間栄養学特論 2単位 (必修) 毎年 (後期)

Human Nutrition 二川健 ·教授 /人間栄養科学専攻，坂井隆志 ·准教授 /疾患酵素学研究センター，寺尾純二 ·教授 /人間栄養科学専攻，大和正幸 ·助教 /人間栄養科学専攻
矢野仁康 ·准教授 /疾患酵素学研究センター，山西倫太郎 ·准教授 /人間栄養科学専攻，堀尾哲也 ·肩書，酒井徹 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】人の健康の維持・増進のためには栄養学の知識は欠くことができな
い．そこで，人間に立脚した栄養学の基礎を多方面から講義する．

【授業概要】消化酵素の分泌調節機構，ミネラルの分子栄養学，栄養学の基本的
な目的である栄養必要量，食品の生理機能，とくに食品由来抗酸化物質の生
理機能発現機構，免疫学，とくに経口免疫寛容の成立機序，無重力環境下の
栄養問題等，人間栄養学の各分野について最新の話題を提供する．

【履修上の注意】英語コースの受講者がある場合は英語で講義する．プリントや液
晶プロジェクターを用いて講義する．現在，e-learningの予定なし．

【授業計画】
1. Bacteriocins and biopreservatives (担当者: 大和正幸)
2. Probiotics and prebiotics (担当者: 大和正幸)
3. Nutrition and D-amino acid metabolism (担当者: 坂井隆志)
4. Nutrition and Apoptosis (担当者: 坂井隆志)
5. Functional food science on plant polyphenols and pigments 1 (担当者: 寺
尾 純二)

6. Functional food science on plant polyphenols and pigments 2 (担当者: 寺
尾 純二)

7. Carnitine and influenza encepharopathy (担当者: 矢野仁康)
8. Food allergy (担当者: 矢野仁康)
9. Physiology and Nutrition in Spac (担当者: 二川 健)

10. Unloading-mediated skeletal muscle atrophy (担当者: 二川 健)
11. Digestion of food protein in the gut lumen 1 (担当者: 山西 倫太郎)
12. Digestion of food protein in the gut lumen 2 (担当者: 山西 倫太郎)
13. Birth and evolution of molecular cell biology 1 (担当者: 堀尾 哲也)
14. Birth and evolution of molecular cell biology 2 (担当者: 堀尾 哲也)
15. Potential health benefits of dietary phytoestrogens (担当者: 酒井徹)
16. The NC/Nga mouse / a model for atopic dermatitis (担当者: 酒井徹)

【成績評価】出席状況 (遅刻・早退)，レポート等により評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182804
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

分子代謝学演習 4単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年)

Molecular metabolish exercise 宮本賢一〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】疾患予防と栄養の関係について分子レベルで理解する．
【授業概要】栄養素 (アミノ酸，脂質，糖質，ミネラル)のもつ生体内情報，及び
薬物と栄養の相互作用などを中心に，疾患予防の観点から，栄養素の重要性
について学習する．さらに，栄養素の細胞内情報について，最新の研究論文
を抄読し，各自の研究目的，研究方法，結果について学習し，研究の具体的な
問題点について議論する．

【履修上の注意】講義においてはプリントも配布するが，プロジェクターなどをし
ようしての講義なのでノートの取り方は工夫すること．

【授業計画】
1.アミノ酸の代謝系と疾患 1
2.アミノ酸の代謝系と疾患 2
3.アミノ酸の代謝系と疾患 3
4.アミノ酸と脳機能 1
5.アミノ酸と脳機能 2
6.アミノ酸と脳機能 3
7.アミノ酸と神経抑制 1
8.アミノ酸と神経抑制 2
9.ミネラルと寿命制御 1

10.ミネラルと寿命制御 2
11.ミネラルと細胞機能 1
12.ミネラルと細胞機能 2
13.ミネラルの栄養
14.健康食品と疾患予防
15.健康食品と生体機能

【成績評価】出席状況，受講態度，レポートなどにより判断する．
【再試験】行わない
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182818
【連絡先】
⇒宮本 (分子栄養学分野, 088-633-7081, miyamoto@nutr.med.tokushima-u.a

c.jp) Mail (オフィスアワー: 18:15∼ 19:45(e-mailにより時間調節を適宜お
こないます))
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

分子代謝学特別実験 12単位 (選択) 1年, 2年
宮本賢一 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】分子栄養学の実験手法を身につける．
【授業概要】アミノ酸，ミネラル，電解質のもつ生体維持の恒常性について，疾
患の予防と治療的な側面より研究する．とくに，最新の生化学・分子生物学
的手法の習得や，これらの技術を基盤とした分子栄養学について教育を行う．
また，与えられた研究課題について，指導教官とともに実験学習し，基礎栄
養学を理解する能力を身につける．

【履修上の注意】なし
【授業計画】

1.ミネラルの栄養状態が身体の各機能 (骨代謝，老化，学習，記憶など)に
及ぼす影響について，生化学・分子生物学的手法を用いて研究する． (担
当者: 宮本教授)

【成績評価】実験実習への出席状況により判定する．
【再試験】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182819
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

生体機能学演習 4単位 (選択) 毎年 (通年)

Seminar on Nutritional Physiology 二川健〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，奥村裕司 ·准教授 /人間栄養科学専攻，原田晃子 ·助教 /人間栄養科学専攻

【授業目的】栄養状態と生体機能の変化ならびに生体機能の調節について，基本
的な知識を身につける．

【授業概要】栄養状態と生体機能の変化ならびに生体機能の調節について最新の
代表的な論文を抄読させ，作業仮説，実験方法，及び実験結果について議論
することで，自身の研究にフィ-ドバックさせると同時に重要な新しい概念や
知見を学ばせる．

【履修上の注意】各自で新しい論文を渉猟し，積極的に発表する姿勢が望まれる．
各自で新しい論文を渉猟し，積極的に発表する姿勢が望まれる．

【授業計画】
1.生体機能と摂食の調節
2.生体機能とエネルギー代謝
3.生体機能とタンパク質栄養
4.生体機能とアミノ酸栄養
5.生体機能と体組成の変化
6.生体機能と栄養状態の評価法
7.生体機能と栄養必要量
8.栄養と筋蛋白質代謝
9.栄養と骨代謝

10.栄養と情動 (脳)
11.栄養と食欲
12.栄養と成長
13.栄養と老化
14.生体のストレス反応の分子機構とその評価法
15.運動器のストレス応答とその萎縮のメカニズム

【成績評価】出席状況またはレポートにより評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182839
【連絡先】
⇒二川 (nikawa@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 金曜日
の16:00-17:00)

⇒奥村 (yuushi@ier.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 水曜日の16:00
-18:00)

⇒平坂 (088-63-9246, katsuya9@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 水曜日の16:00-18:00)

⇒助野 . (オフィスアワー: 水曜日の16:00-18:00)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

生体機能学特別実験 12単位 (選択) 毎年 (通年)

Experiment on Nutritional Physiology 二川健 ·教授 /人間栄養科学専攻，奥村裕司 ·准教授 /人間栄養科学専攻，原田晃子 ·助教 /人間栄養科学専攻

【授業目的】生体栄養学の研究を行うための基本的な方法論と手技を身につける
【授業概要】生体機能の観点に立って，栄養学研究を行うための基本的な方法論
と手技を教える．具体的な下記に示す研究課題に沿って，課題研究を実証す
るための実験方法を教え，実験計画の立案，実際の実験，実験結果の評価と解
釈等を指導し，与えられた研究課題についての修士論文作成を指導する．同
時に，関連する分野の最新論文や最新情報を教示し，自主学習を通じて自ら
考える力を身につける．

【履修上の注意】積極的に学習し，実験は慎重に行うこと．現在，e-learningの予定
なし．

【授業計画】
1.タンパク質・アミノ酸栄養．タンパク質・アミノ酸の必要量と摂取調節
に関する研究指導． / タンパク質・アミノ酸栄養と所要量に関する研究
の概説 / 運動時の栄養に関する研究の概説 / 研究手技 (1):動物の飼育法
と実験法 / 研究手技 (2):飼料の作成法 / 研究手技 (3):ヒトの窒素出納実
験法 / 研究手技 (4):ラットの窒素出納実験法 / 研究手技 (5):タンパク質・
アミノ酸栄養に関する論文の作成法

2.生体のストレス反応の分子機構とその評価法に関する研究，骨格筋のス
トレス応答と病態に関する研究の指導． / 生体のストレス反応の分子機
構とその評価法に関する研究の概説 / 骨格筋のストレス応答と病態に関
する研究の概説 / 研究手技 (6):蛋白質定量法 / 研究手技 (7):遺伝子解析
実験法 / 研究手技 (8):Western blottingと Northern blotting / 研究手技
(9):PCR実験法 / 研究手技 (10):電気生理学実験法 / 研究手技 (11):ラジオ
アイソトープ実験法

【成績評価】研究態度，研究成果等により評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182840
【連絡先】
⇒二川 (nikawa@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 金曜日
の16:00-17:00)

⇒奥村 (yuushi@ier.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 水曜日の16:00
-18:00)

⇒平坂 (088-63-9246, katsuya9@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 水曜日の16:00-18:00)

⇒助野 . (オフィスアワー: 水曜日の16:00-18:00)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

食品機能学演習 4単位 (選択) 1年 (前期)

寺尾純二 ·教授 /人間栄養科学専攻，山西倫太郎〈授業責任者 〉 ·准教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】食品機能に関する研究を自立して行うための基礎能力を養う．
【授業概要】食品の機能とその応用に関する最新論文を抄読させ，その内容を議
論する．

【授業方法】オムニバス方式
【履修上の注意】なし
【授業計画】

1.有機化学及び食品化学の観点から食品機能に関する最新論文を抄読させ，
研究能力を養うための指導を行う． (担当者: 寺尾教授)

2. in vitro や in vivo での生体応答研究に関する教科書と新論文を抄読させ，
食品成分の影響が波及しうるポイントについて考察させる． (担当者: 山
西助教授)

【成績評価】発表の内容により評価する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182846
【連絡先】
⇒寺尾 (088-633-7087, terao@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 金曜日の18:00∼ 20:00(e-mailにより時間調節を適宜おこないます))

⇒山西 (088-633-9366, rintaro@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 水曜日の16:00∼ 17:00)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

食品機能学特別実験 12単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年)

寺尾純二〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，山西倫太郎 ·准教授 /人間栄養科学専攻

【授業概要】ヒト栄養学の観点から食品機能科学研究を行うための方法と技術を
教授する．個別の 研究課題を設定し，食品の生理機能を実証するための実験
手技と結果の解釈や考察について指導する．

【授業方法】オムニバス方式
【授業計画】

1.食品由来抗酸化物質の生理機能発現機構に関する研究，生体内過酸化脂
質生成及びその消去系の評価と応用に関する研究の指導 (担当者: 寺尾
教授)

2.生体を構成している細胞や組織・なかでも特に免疫系・に影響を及ぼす
食品成分についての研究指導を行う． (担当者: 山西助教授)

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182847
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

国際食品安全学演習 2単位 (選択) 毎年 (前期)

Introductory Exercises in International Food Safety 髙橋章〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，大和正幸 ·助教 /人間栄養科学専攻，古賀哲郎 ·肩書

【授業目的】世界的に環境が悪化する中にあり，環境因子が食品に重要な危機を
もたらすようになっている．生物学的環境因子の中で特に食品を介して全身
感染性を引き起こす生物因子の生物学的特質，伝搬様式を理解し，食品の安
全性を保持する方法論と実践について指導を行うことを目的とする

【授業概要】国外に存在する環境因子の中でも食品を介して全身感染性を引き起
こす生物因子に関する基礎知識を紹介し，それらの伝搬様式，生物学的性質
を解説して，環境保護の活動を通して食品の安全性を図る方策を展開する．

【履修上の注意】1)演習の一部は e-learning化しているので，e-learning学習も出席
として取り扱う．2)授業は後期のみに開講される．時間帯は原則的に火曜日
の午後であるが，講師の事情等により変更されることがある．3)20分以上遅
れる場合には出席と見なされない．

【授業計画】
1.授業ガイダンス+国際環境安全序論 (担当者: 太田 房雄)
2.環境因子と食品安全の実態 (担当者: 太田 房雄)
3.微生物と食品安全 (I) (担当者: 大和 正幸)
4.微生物と食品安全 (II) (担当者: 大和 正幸)
5.食品安全活動と教育 (担当者: 太田 房雄)
6.環境中の腸炎ビブリオと食品安全 (I) (担当者: 古賀 哲郎)
7.環境中の腸炎ビブリオと食品安全 (II) (担当者: 古賀 哲郎)
8.鳥インフルエンザの驚異と食品衛生 (担当者: 太田 房雄)
9.寄生虫と食品安全 (担当者: 太田 房雄)

10.ノロウイルスと食品安全 (担当者: 太田 房雄)
11.肝炎ウイルスと食品安全 (担当者: 太田 房雄)
12. HACCPと食品安全 (I) (担当者: 太田 房雄)
13. HACCPと食品安全 (II) (担当者: 太田 房雄)
14. BSEと食品安全 (III) (担当者: 太田 房雄)
15.リスクアナリシスア (担当者: 太田 房雄)
16.組み替え遺伝子産物と食品安全 (担当者: 太田 房雄)

【成績評価】成績の評価は講義への出席，随時試験，授業中における学生の態度
など

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182824
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

予防安全学特別実験 12単位 (選択) 毎年 (前期)

Experiments in Preventive Environment and Nutrition 髙橋章〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，大和正幸 ·助教 /人間栄養科学専攻，古賀哲郎 ·肩書

【授業目的】21世紀になり，グロバリゼーションの中にあり，特にわが国では食
糧の半分以上を海外に頼っている．その中で食品の摂取に関連する感染症が
増加することが予想される．微生物，動植物，化学毒，また食品添加物など
食品の安全を脅かす要因についての基礎知識，実践面での問題点と予防対策
について研究する．

【授業概要】食品の摂食にまつわる微生物 (ビブリオ，大腸菌など)の病原因子を
遺伝学的に同定し，それらの環境中における生態を調べることにより，食品
摂取の安全性に寄与する因子の解析を行う．また，食品抗原に対する予防手
段としての経口免疫寛容機構をタンパク質の量と質から検討し，その誘導お
よび促進機構を分子レベルで解明する．さらに，AIDS/寄生虫/結核感染時の
免疫防御機構の変化をサイトカインの発現と，Th1と Th2の機能バランス機
序について研究する．また，食品汚染物質である添加物や農薬などの化学物
質の生体内作用を解説し，予防に関する分子機序について実験を行う．

【履修上の注意】1)講義の一部は e-learning化しているので，e-learning学習も出席
として取り扱う．2)授業は後期のみに開講される．時間帯は原則的に火曜日
の午後であるが，講師の事情等により変更されることがある．

【授業計画】
1.環境からの腸炎ビブリオ菌の分離 (担当者: 古賀 哲郎)
2.腸炎ビブリオの環境適応現象解析 (担当者: 古賀 哲郎)
3.タンパク質 (量と質)と経口免疫寛容機構解析 (担当者: 太田 房雄)
4.タンパク質経口投与による経口免疫寛容機構とサイトカイン (担当者: 太
田 房雄)

5.サイトカインと微量定量 (担当者: 大和 正幸)
6.血清微量元素と食品 (担当者: 太田 房雄)
7.血清微量元素とウイルス感染症 (担当者: 太田 房雄)
8.血清微量元素と寄生虫感染症 (担当者: 太田 房雄)
9.アレルギーと食品摂取解 (担当者: 太田 房雄)

10.ビタミンと微量元素定量 (担当者: 太田 房雄)
11.食品成分の抗原解 (担当者: 大和 正幸)
12.食品成分と単クロン抗体作成 (担当者: 大和 正幸)
13. ICP-MSと微量元素測定 (担当者: 太田 房雄)
14.食品成分の抗菌活性 (担当者: 太田 房雄)
15.細菌増殖の微量定性法 (担当者: 太田 房雄)
16.細菌毒素と食品成分 (担当者: 太田 房雄)

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182803
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

健康医科学演習 4単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年)

中屋豊〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，髙橋章 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業概要】食生活に起因する生活習慣病が増加しているが，食生活習慣の変化
による代謝変化について講義を行う．さらに，食事と腸管での吸収に焦点を
当て講義し，チュ-トリアル形式でグル-プ討論を行う．

【授業方法】オムニバス方式
【授業計画】

1.糖尿病，インスリン抵抗性，脂肪細胞の生理作用に関する分野において，
発症機序などについて自己学習，グル-プ討論を行うことを通じて最新の
治験を学ぶ (担当者: 中屋教授)

2.腸管での栄養素吸収機構について解説するとともに，チュートリアル形
式で各自が自己学習し，討論を行うことにより深い理解を得るようにす
る． (担当者: 高橋助教授)

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182807
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

健康医科学特別実験 12単位 (選択) 1年, 2年
中屋豊〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，髙橋章 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】生活習慣病の病態の理解
【授業概要】食生活習慣に起因する生活習慣病が増加しているが，食生活習慣の
変化による代謝変化について講義を行う．さらに，食事と腸管での吸収に焦
点をあて講義し，チュートリアル形式でグループ討論を行う．

【授業方法】オムニバス方式
【履修上の注意】学位論文を作成すること
【授業計画】

1.糖尿病，インスリン抵抗性，脂肪細胞の生理作用に関する分野において，
発症機序などについて自己学習，グループ討論を行うことを通じて最新
の治験を学ぶ (担当者: 中屋 豊)

2.腸管での栄養素吸収機構について解説するとともに，チュートリアル形
式で各自が自己学習し，討論を行うことにより深い理解を得るようにす
る． (担当者: 高橋 章)

【成績評価】実験，討論を行い，論文作成する．
【再試験】ない
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182808
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

栄養治療学演習 4単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年)

武田英二〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，竹谷豊 ·准教授 /人間栄養科学専攻

【授業概要】栄養障害性疾患の病因，病態，栄養療法に関する文献抄読，間接熱
量計を用いたエネルギ-消費量の測定と評価，食品・経腸栄養剤・静脈栄養剤
の機能及び薬剤との相互作用の最新情報をインタ-ネットを用いて検索してま
とめる．また，実際に患者のエネルギ-消費量測定や栄養評価を行い，チ-ム医
療 (NST)に参加させて栄養治療法を習得させる．

【授業方法】オムニバス方式
【授業計画】

1.小児，成人，妊婦及び高齢者などのライフステ-ジ別に特有の栄養障害性
疾患の病態や栄養療法をとおして理解できるように指導する．また，最
新の栄養治療法を習得させる． (担当者: 武田教授)

2.患者のエネルギ-消費量を間接熱量計を用いて測定し栄養代謝及び病態を
理解させる．国内外の治療データベースや各種文献情報から最新の栄養
治療法に関する知見とその活用法について習得させる． (担当者: 竹谷助
教授)

【成績評価】実験実習への出席状況により判定する
【再試験】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182827
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

栄養治療学特別実験 12単位 (選択) 1年, 2年
武田英二〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，竹谷豊 ·准教授 /人間栄養科学専攻

【授業概要】種々栄養素の機能を，様々な病態や環境下で与えたときの栄養代謝
動態，ホルモン動態を，動物を用いて評価実験する．特に生活習慣病モデル動
物や栄養不良動物を中心に評価・実験を行い原理や手法について理解させる．

【授業方法】オムニバス方式
【授業計画】

1.正常および糖尿病モデル動物を用いて，栄養代謝を実験をとおして理解
する．そのうえで，糖尿病に対する予防及び治療に対する栄養療法の意
義及び問題点を理解させる． (担当者: 武田教授)

2.栄養疾患モデル動物を用いて，栄養素代謝調節機構について実験を行い
理解させる．そのうえで，栄養障害に対する予防および栄養療法の意義
と評価方法について研究させる． (担当者: 竹谷助教授)

【成績評価】実験実習への出席状況により判定する
【再試験】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182828
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

公衆栄養学演習 4単位 (選択) 1年 (前期)

酒井徹〈授業責任者 〉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】栄養疫学に関する最新論文を精読する．
【授業概要】栄養疫学とその応用に関する最新論文を抄読させ，その内容を議論
することにより自立して研究を行うための基礎能力を養う．

【履修上の注意】講義においてプリントを配布するが，プロジェクターなどを使用
して説明も行う．ノートの取り方を工夫すること．

【授業計画】
1.基礎的および応用的観点から栄養疫学に関する最新論文を抄読させ，研
究能力を養うための指導を行う．

【成績評価】出席状況により判定する
【再試験】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182813
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

公衆栄養学特別実験 12単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年)

酒井徹〈授業責任者 〉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】栄養免疫学および栄養疫学に関する最新の実験手法を習得する．
【授業概要】ヒト栄養学の観点から栄養疫学および栄養免疫学研究を行うための
方法と技術を教授する．個別の研究課題を設定し，課題を実証するための実
験手技と結果の解釈や考察について指導する．

【履修上の注意】なし
【授業計画】

1.栄養や栄養状態が細胞性および液性免疫に及ぼす影響を明らかにする．
地域住民の協力を得て，地域における栄養改善活動に関する研究を行う．

【成績評価】実験実習への出席状況により判定する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182814
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

機能素材開発学演習 4単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年)

長尾昭彦〈授業責任者 〉 ·非常勤講師 /栄養生命科学教育部，亀山眞由美 ·非常勤講師 /栄養生命科学教育部，徳安健 ·非常勤講師 /栄養生命科学教育部

【授業目的】最新の食品機能成分に関する論文を通じて，機能素材開発に必要と
される基礎的知識を習得させる．

【授業概要】機能成分を含有する食品素材に関する最新の研究情報を収集させ，
その内容を議論することにより自立して研究を行うための基礎能力を養う．

【授業計画】
1.機能素材の生体利用性の観点からの素材開発に関する最新論文を精読さ
せ，研究開発能力を養うための指導を行う． (担当者: 長尾教授)

2.機能素材中の機能成分の化学的特性に関する最新論文を精読させ，研究
開発能力を養うための指導を行う． (担当者: 亀山助教授)

3.機能性糖質およびその開発に関する最新論文を精読させ，研究開発能力
を養うための指導を行う． (担当者: 徳安助教授)

【成績評価】出席状況と小テスト，レポート等により評価する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182833
【備考】e-ラーニングも利用する
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士前期課程

機能素材開発学特別実験 12単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年)

長尾昭彦〈授業責任者 〉 ·非常勤講師 /栄養生命科学教育部，亀山眞由美 ·非常勤講師 /栄養生命科学教育部，徳安健 ·非常勤講師 /栄養生命科学教育部

【授業目的】個別の実験課題の下で，機能素材開発に必要とされる研究開発手法
を習得させる．

【授業概要】蓄積された食品機能研究の成果を食品として活用する観点から，機
能素材の研究開発方法と技術を教授する．個別の実験課題を設定し，素材開
発に必用な実験手技，結果の解析及び考察方法について指導する．

【授業計画】
1.素材中の機能成分の生体利用性を調節する要因並びに素材成分が与える
影響の解析について研究指導を行う． (担当者: 長尾教授)

2.素材中の機能成分の精密分析並びに迅速分析についての研究指導を行う．
(担当者: 亀山助教授)

3.機能性糖質素材の開発に必要な酵素変換技術等についての研究指導を行
う． (担当者: 徳安助教授)

【成績評価】出席状況と小テスト，レポート等により評価する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182834
【備考】e-ラーニングも利用する
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第2章

博士後期課程



栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

人間栄養科学専攻授業概要
•全専攻系共通カリキュラム科目
生命倫理入門 . . .山野・板倉・太田・北村・久保・佐野・寺尾・中條・水口・松本 /毎年 (前期) . 42
臨床心理学 . . .佐藤・山本・境・三留 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .43
社会医学 ·疫学 ·医学統計入門 . . .有澤・伊藤・上野・上村・木原・谷岡・德村・日野出・森口・

楊河 /毎年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 44
英語論文作成入門 . . .市原・冨田・梶・林・福井・中屋・岡崎・樋口・長篠・片岡 /毎年 (後期)45
心身健康と環境ストレス . . .武田 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 46
生命科学の研究手法 . . .羽地 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 47

•各専攻系間の共通カリキュラム科目
臨床医科学入門 . . .梶・伊東・添木・土井・坂東・中條・河野・武田・齋藤 /毎年 (前期) . . . . . 48
プロテオミクス概論 . . .谷口・木戸・蛯名・野間・宮本 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 49
健康食品・漢方 . . .高石・寺尾・武田 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 50

•指定科目
栄養生命科学概論 . . .宮本 /毎年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .51
栄養と環境適応反応学特論 . . .二川・奥村 /毎年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 52
機能性食品設計学 (ニュートリゲノミクス) . . .寺尾・山西・長尾・亀山・徳安 / 1年, 2年53
臨床ストレス栄養学特論 . . .武田・竹谷 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 54
医療栄養学概論 . . .中屋・髙橋・保坂 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 55
国際公衆栄養学特論 . . .酒井 / 1 年, 2 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 56
先端健康科学特論 . . .中屋・宮本・岸・寺尾・太田・武田 / 1 年 (通年), 2 年 (通年) . . . . . . . . 57

•専門科目
分子代謝学セミナー . . .宮本 / 1 年 (通年), 2 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 58
分子代謝学実験 . . .宮本 / 1 年 (通年), 2 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 59
生体機能学セミナー . . .二川・奥村 /毎年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .60
生体機能学実験 . . .二川・奥村 /毎年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 61
食品機能学セミナー . . .寺尾・山西 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 62
食品生理機能科学実験 . . .寺尾・山西 / 1 年 (通年), 2 年 (通年), 3 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . 63

健康医科学セミナー . . .中屋・髙橋 / 1 年 (通年), 2 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 64

健康医科学実験 . . .中屋・髙橋 / 1 年 (通年), 2 年 (通年), 3 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 65

治療栄養学セミナー . . .武田・竹谷 / 1 年 (通年), 2 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 66
治療栄養学実験 . . .武田・竹谷 / 1 年 (通年), 2 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 67

公衆栄養学セミナー . . .酒井 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 68

公衆栄養学実験 . . .酒井 / 1 年 (通年), 2 年 (通年), 3 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 69

機能素材開発学セミナー . . .長尾・亀山・徳安 / 1 年 (通年), 2 年 (通年), 3 年 (通年) . . . . . . 70

機能素材開発学実験 . . .長尾・亀山・徳安 / 1 年 (通年), 2 年 (通年), 3 年 (通年) . . . . . . . . . . 71
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

生命倫理入門 2単位 (選択) 毎年 (前期)

Introduction to Biological Ethics 山野修司 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，板倉光夫 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，太田房雄 ·教授
北村清一郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，久保真一 ·教授，佐野壽昭 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，寺尾純二 ·教授 /人間栄養科学専攻

中條信義 ·教授，水口和生 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，松本耕三 ·助教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】バイオサイエンスおよび医療に従事する者は，人権，生命倫理に十
分な配慮を行い，個人情報保護，実験動物愛護にも同じく目を向けなければ
ならない．本授業は生命倫理に関わる基本的知識を修得することを目的とし
ている．

【授業概要】生命倫理学，臨床倫理学，社会倫理，個人情報保護，実験動物愛護
などの問題に日頃接することの多い講師が，経験に基づいた講義をオムニバ
ス方式で行う．

【履修上の注意】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席
として取り扱う．

【授業計画】
1.「ヒトゲノム ·遺伝子解析に関する倫理指針」について (担当者: 板倉
光夫)

2.「実験動物管理と情報処理にまつわる倫理学」 (担当者: 太田 房雄)
3.「キャンパスハラスメントを通して「医療従事者の倫理」を考える」 (担
当者: 北村 清一郎)

4.「法規や制度に関する基本的考え方—法医学の立場から」 (担当者: 久保
真一)

5.「大学における人権問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
6.「組織検体取り扱い上の倫理的問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
7.「食品の機能性 ·安全性の評価と社会倫理」 (担当者: 寺尾 純二)
8.「尊厳死や安楽死など生命倫理について」 (担当者: 中條 信義)
9.「遺伝医学の視点」 (担当者: 中堀 豊)

10.「先天異常，(or神経疾患，家族性腫瘍)の遺伝カウンセリング」 (担当
者: 中堀 豊)

11.「動物実験倫理」 (担当者: 松本 耕三)
12.「臨床治験に関する倫理」 (担当者: 水口 和生)
13.「ヒト胚の倫理学的な地位」 (担当者: 山野 修司)
14.「臓器移植の倫理的問題 (仮題)」 (担当者: 井藤 久雄 ·予定)
15. (未定)

【成績評価】出席状況 (厳格にする予定)を踏まえ，さらに小テストないし面接試
験で評価することを検討している．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=183005
【連絡先】
⇒山野 (088-633-9083, yamano@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 火曜日17:00˜18:00(保健学科B棟2階))
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

臨床心理学 2単位 (選択) 1年 (前期)

Clinical Psychology 佐藤健二 ·教授 /人間 ·自然環境研究科，山本真由美 ·教授，境泉洋 ·准教授，三留雅人 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題の概説
【授業概要】心と身体は密接につながっている．したがって「心の問題」の理解
と制御を扱う臨床心理学の基礎の習得は，精神医学・心身医学のみならず，ヘ
ルスバイオサイエンスを基盤とする医学，歯学，薬学，栄養学，保健学領域に
おいて重要である．そこで，本講義では，臨床心理学の定義，対象，方法 (代
表的な心理検査，心理療法)について，初学者を考慮して，その基礎と今日的
課題を概説する．心理療法に関しては，医学領域などでエビデンスを示す認
知行動療法について詳述する．

【履修上の注意】e-learning対応．
【到達目標】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題を説明できる
【授業計画】

1.臨床心理学の定義と対象 (佐藤)
2.臨床心理学の測定方法 / パーソナリティ，知能，発達等の査定法 (山本)
3.心理療法の基礎 (1) / 精神分析，分析心理学 (山本)
4.心理療法の基礎 (2)クライエント中心療法 (山本)
5.発達障害と特別支援教育の現状と課題 (山本)
6.行動理論と行動療法 (境)
7.認知療法 / うつ病 (境)
8.認知行動療法 / 不安障害 (境)
9.臨床心理的地域援助の基礎 (境)

10.臨床心理的地域援助の実際 / ひきこもり (境)
11.外傷後ストレス障害の認知行動療法 (佐藤)
12.摂食障害の認知行動療法 (佐藤)
13.体重減量・糖尿病の認知行動療法 (佐藤)
14.歯科心身症の認知行動療法 (佐藤)

【成績評価】毎回の講義でレポートを提出する．このレポートでは，A4一枚以内
で，講義概要を簡単にまとめ，それに対する考察・質問などを 15分以内で書
くことが求められる．e-learningの場合も同様で，毎回のレポート作成・オン
ライン提出を求める．また，このレポート提出を以て出席とする．2/3以上の
出席が必要．

【再試験】再試験無し
【教科書】教科書は使用しない．参考書などは，適宜，授業時に紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=183024
【連絡先】
⇒三留 (mitome@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 三留:水曜日
の12:00∼ 13:00(e-mail により調整可能))
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

社会医学 ·疫学 ·医学統計入門 2単位 (選択) 毎年 (後期)

Introduction to social medicine, epidemiology and biostatistics 有澤孝吉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
伊藤博夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，上野修一 ·教授，上村浩一 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，木原勝 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

谷岡哲也 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，德村彰 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，日野出大輔 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
森口博基 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，楊河宏章 ·准教授 /医学部 ·歯学部附属病院

【授業目的】社会医学・薬学，歯学等に関して，以下のような諸問題を多方面か
ら概説する． 1. 医療の効果の科学的な分析において必要な医学統計学の基
本について概説する． 2. 医療における ITの役割と病院マネジメントについ
て概説する． 3. 精神保健福祉に関する事象を明らかにするための分析手法
を概説する． 4. 口腔の健康を保持増進し，口腔疾患を予防するために必要な
疫学・統計の知識を概説する． 5. 医薬品の情報管理と安全対策はどうあるべ
きかを理解し，その具対策を概説する． 6. 薬害とは何か，どうして発生した
か，どうすれば防止できるか等について概説する． 7. 論文作成のための調査
デザイン，統計解析について概説する．

【授業概要】1) 臨床試験の意義と実際について，科学的なデザイン，倫理的に必
要な事項，日本での臨床試験の現状などの面から概説する． 2) 大学病院に
おける ITの活用事例や病院経営におけるマネジメントの方法について概説す
る． 3) 精神保健福祉における事象の特徴を統計学的に明らかにするための方
法論について，先行研究も踏まえて説明する． 4) 口腔疾患について，発生要
因の追求や疾病対策の効果判定に関する事例をまじえながら教授し，科学的
根拠に基づいた口腔疾患の予防法を概説する． 5) 患者の権利として要求され
る医療 (医薬品)情報開示・提供に際しての情報管理の在り方や医薬品の安全
対策とリスクマネージメントの具体論等を概説する． 6) 多くの薬害事例につ
いて，それらの発生要因や背景を考察し，薬害を如何に防止するかを考える．
7) データの種類および取り扱い，統計的検定の意味など，統計解析の基本に
ついて概説する．また，SPSSを用いたデータ解析の実習を行う．

【履修上の注意】講義は e-learning化しているので，e-learning学習も出席として取
り扱う．

【到達目標】社会医学 ·薬学 ·歯学等に関して，授業目的に示した講義内容の理解
が深まることを目標にする．

【授業計画】
1.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

2.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

3.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)

4.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)
5.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
6.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
7.病院における ITの役割 I (担当者: 森口 博基)
8.病院における ITの役割 II (担当者: 森口 博基)
9.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 上野 修一)

10.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 谷岡 哲也)
11.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 伊藤 博夫)
12.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 日野出 大輔)
13.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
14.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
15.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

16.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

【成績評価】講義中に提示した課題についてレポートを提出する．各講師の先生
の出席点・評点を総合的に考慮して決定する．

【再試験】再試験は基本的には行わない．
【教科書】各講師の指定した教材を使用する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182885
【連絡先】
⇒有澤 (088-633-7071, arisawa@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: e-mailにてアポイントメントを取り，面談してください．)

【備考】講師の先生によって講義をする場所が異なるので注意すること．
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

英語論文作成入門 2単位 (選択) 毎年 (後期)

Introduction to How to Write Up Scientific Manuscript in English 市原明 ·肩書，冨田修平 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，林良夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，福井清 ·教授 /疾患酵素学研究センター，中屋豊 ·教授 /人間栄養科学専攻
岡崎拓 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，樋口富彦 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，長篠博文 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，片岡英樹 ·非常勤講師

【授業目的】21世紀に医学，歯学，薬学，栄養学，保健学の各分野で活躍する人
材は英語が堪能であることが要求される．本授業ではこれらの領域で用いら
れる独特の英語表現法に関わる基本的知識を修得することを目的とする．

【授業概要】研究成果を国際的な学術雑誌に発表したり，海外の学会やシンポジ
ウムで発表や講演をしたりすることは，研究者養成を目的とする大学院教育
において必須の履修目標である．そこで，本授業では医学英語論文，用紙の
の作成方法について系統的な講義をビデオ並びにマルチメディア教材等を積
極的に活用しながら行う．更に，医科学用英語の聴き取り及び英語による討
論の訓練を行い，発表技術の向上を目指す．

【履修上の注意】 1)授業は後期のみに開講される．時間帯は原則的に火曜日の午
後であるが，講師の事情等により変更されることがある． 2)講義の一部は
e-learning化されているので，e-learning学習も出席として取り扱う． 3)20分
以上の遅刻は出席と見なさない．

【授業計画】
1.生物医学雑誌投稿に要求される条件 (I) (担当者: 福井 清)
2.生物医学雑誌投稿に要求される条件について (II) (担当者: 福井 清)
3.研究，論文，学会発表の進め方 (I) (担当者: 市原 明)
4.研究，論文，学会発表の進め方 (II) (担当者: 市原 明)
5.国際派研究者のためのテクニカル・ライティング (担当者: 片岡 英樹)
6.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (I) (担当者:
長篠 博文)

7.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (II) (担当者:
長篠 博文)

8.学会口演要旨作成上の留意点について実例をまじえて (担当者: 冨田修平)
9.論文作成に役立つコンピュータの利用法ー実例を示した結果，考察の書
き方ー (担当者: 中屋 豊)

10.英語による PowerPoint presentationについての要点 (担当者: 梶 龍兒)
11.英語論文の特性と日本語論文との比較 (担当者: 林 良夫)
12.医学英語 15のポイント (I) (担当者: 樋口 富彦)
13.医学英語 15のポイント (II) (担当者: 樋口 富彦)
14.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

15.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

【成績評価】講義への出席，随時の試験，受講態度を総合して行う．2/3以上の出
席がなければ不合格とする．再試験はない．

【教科書】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=183026
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

心身健康と環境ストレス 2単位
Psychosomatic health and environmental stress 武田英二 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】心身の健康におよぼす社会や家庭をはじめとする日常生活で生ずる
ストレスの影響について学習させる．心身の発育・発達を制御する栄養や睡
眠，ストレスによる遺伝子発現調節をはじめとするシステム生物学的解析，健
常者のストレス応答および病的ストレス応答と子どもの成長，等に関する知
識，活用法，評価技術，等を学習し理解する．

【授業概要】種々の環境ストレスが子どもの身体および精神の発育・発達に影響
をおよぼすことが明らかになっている．これらに関して，システム生物学，臨
床神経学，栄養科学，ストレスゲノミクス，遺伝学，精神医学等の専門分野で
得られている最新情報や評価方法を教授する．それぞれの専門に基づいた講
義をオムニバス方式で行い健康増進法および疾患治療法を考えさせることに
よって学生の潜在能力を活性化する．

【キーワード】心身健康，環境，ストレス
【授業計画】

1.システム生物学の基礎 (担当者: 岡崎紀明)
2.システム生物学の展開 (担当者: 岡崎紀明)
3.臨床神経学 (担当者: 梶 龍兒)
4.生体のストレス応答の仕組み (担当者: 六反 一仁)
5.ストレスゲノミクス (担当者: 六反 一仁)
6.時計遺伝子と代謝機構 (担当者: 勢井 宏義)
7.脳内脂質代謝機構と行動・睡眠調節 (担当者: 勢井 宏義)
8.栄養と脳変性疾患 (担当者: 後藤 恵)
9.神経精神症状と脳回路異常 (担当者: 後藤 恵)

10.医薬・食品化合物の構造と活性・機能の相関 (担当者: 中馬 寛)
11.プリオンの神経ストレス (担当者: 坂口 末廣)
12.日本食とストレス (担当者: 武田 英二)
13.不安とうつ病 (担当者: 大森 哲郎)
14.ヒト疾患の遺伝学 (担当者: 田宮 元)
15.ヒト疾患のゲノム研究 (担当者: 田宮 元)
16.レポート (担当者: 武田 英二)

【成績評価】受験資格 (三分の二以上の出席など)を満たした者のみを対象とした
レポート．

【再試験】再試験無し
【参考書】授業時に適宜，紹介する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=185446
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

生命科学の研究手法 2単位
羽地達次 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】大学院に進学した直後の院生に生命科学に関する基礎的な実験方法
を理解させる．

【授業概要】実験動物の取り扱い方，細胞と器官の培養方法とその応用，蛋白質
の取り扱い方とその解析方法，遺伝子解析の方法とその応用，抗体を用いた
研究方法とその蛋白質，免疫組織細胞化学に対する応用，数理モデルによる
生体機能発現機構の解明等生命科学の基礎的な研究技法を講義する．

【キーワード】生命科学，実験手法
【履修上の注意】受講生は必ず出席すること．
【到達目標】現在行われている生命科学研究方法の基礎を大学院進学直後に理解
し，研究生活にスムーズに入れるようにする．

【授業計画】
1.大学院に入学直後に現在用いられている研究手法を集中的に講義する．

1. 授業ガイダンスと生命科学の研究手法総論 (羽地，研究部長) 2. 実験動
物を利用した研究 (松本) 3. 細胞と器官の培養 (羽地) 4. (宮本) 5. 蛋白研
究 1(福井清) 6. 蛋白研究 2(藤原) 7. 抗体を用いた生化学的研究方法 (二
川，山本) 8. 抗体を用いた研究の臨床応用 (中屋) 9. 免疫学研究の基礎
(安友) 10. 免疫学研究の最近の進歩 (安友) 11. 遺伝子解析 1(福井裕) 12.
遺伝子解析 2(伊藤) 13. 遺伝子解析 3(高濱) 14. 遺伝子解析 4(高濱) 15. 数
理モデルによる生命機能の解析 (吉永)

【成績評価】出席状況，受講態度，レポート等により総合的に判定する．
【再試験】しない
【教科書】指定しないが，講義の都度プリント等資料を配布する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=185447
【連絡先】
⇒羽地達次 メールアドレス:tat-hane@dent.tokushima-u.ac.jp
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

臨床医科学入門 2単位 (選択) 毎年 (前期)

Introduction to Clinical Medicine 梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，伊東進 ·教授，添木武 ·講師 /医学部 ·歯学部附属病院
土井俊夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，坂東永一 ·教授，中條信義 ·教授，河野文昭 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

武田英二 ·教授 /人間栄養科学専攻，齋藤憲 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】臨床医学の基礎知識について概説する．
【授業概要】講義
【到達目標】循環器，呼吸器，消化器，腎臓，神経 ·筋，内分泌 ·代謝，血液の各
臨床領域における代表的な疾病につき，発生機序および原因となる遺伝子な
どの異常，そして各々の疾患の病態生理を理解させ，最新の診断および治療
法の理論と実践を学ばせる．

【授業計画】
1.消化器疾患の診断と治療 (担当 / 伊東 進)
2.循環器疾患の診断と治療 (担当 / 添木 武)
3.臨床医科学概論・神経系総論 1・2・3(担当 / 梶 龍兒)
4.腎臓病 1・2(担当 / 土井俊夫)
5.顎口腔機能入門 1・2(担当 / 坂東永一)
6.麻酔薬と精神機能 1・2(担当 / 中條信義)
7.顎顔面領域の手術後のリハビリテーション 1・2(担当 / 河野文昭)
8.医食同源 (担当 / 武田英二)
9.食の病理 (担当 / 武田英二)

10.循環器疾患の病態解析と時間医学 (担当 / 齋藤 憲)
【成績評価】出席状況と小テストまたはレポート等により評価する．
【教科書】なし
【参考書】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席とし
て取り扱う．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=183023
【連絡先】
⇒梶 (rkaji@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 水曜日の16:0

0-18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこないます: rkaji@clin.med.tokus
hima-u.ac.jp)．他の教員についても， e-mail にて時間調節の上，面談して
下さい．)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

プロテオミクス概論 2単位 (選択)

Introduction to Proteomics 谷口寿章 ·教授 /疾患酵素学研究センター，木戸博 ·教授 /疾患酵素学研究センター，蛯名洋介 ·教授 /疾患酵素学研究センター
野間隆文 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，宮本賢一 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】ポストゲノム時代における医学，生物学に重要な位置を占めるプロ
テオミクスの基礎を習得する．

【授業概要】遺伝子産物である蛋白質がどのように相互作用して生命活動を制御
するかを理解する手段としてのプロテオミクスの理論，解析法，応用例を体
系的に講義する．

【履修上の注意】講義においてはプリントも配布するが，プロジェクターなどを使
用しての講義なのでノートの取り方は工夫すること．

【授業計画】
1.授業ガイダンス+プロテオミクス序論 (担当者: 谷口寿章)
2.プロテオミクスを用いたインスリンシグナル伝達の解明 1 (担当者: 蛯名
洋介)

3.プロテオミクスを用いたインスリンシグナル伝達の解明 2 (担当者: 蛯名
洋介)

4.プロテオミクスを用いたインスリンシグナル伝達の解明 3 (担当者: 蛯名
洋介)

5.健康長寿食品とプロテオミクス 1 (担当者: 宮本賢一)
6.健康長寿食品とプロテオミクス 2 (担当者: 宮本賢一)
7.エネルギー代謝のプロテオミクス 1 (担当者: 野間隆文)
8.エネルギー代謝のプロテオミクス 2 (担当者: 野間隆文)
9.プロテオミクス解析の疾患への応用【基礎】 (担当者: 木戸博)

10.インフルエンザ脳症のプロテオミクス解析【応用 1】 (担当者: 木戸博)
11.ゲノミクスとプロテオミクスを統合したインフルエンザ脳症の解析【応
用 2】 (担当者: 木戸博)

12.プロテオミクスの解析技術 (担当者: 谷口寿章)
13.生体高分子の質量分析法 (担当者: 谷口寿章)
14.翻訳後修飾の解析 (担当者: 谷口寿章)
15.プロテオミクスの生命科学への応用 (担当者: 谷口寿章)

【成績評価】出席状況，受講態度，レポートなどにより判断する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182900
【連絡先】
⇒谷口 (088-633-7426, hisatan@ier.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー:
水曜日の16:00∼ 18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこないます))

⇒他の教員についても， e-mail にて時間調節の上，面談して下さい．
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

健康食品・漢方 2単位 (選択)

Health food and herbal medicine 高石喜久〈授業責任者 〉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，寺尾純二 ·教授 /人間栄養科学専攻，武田英二 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】健康食品・漢方・天然薬物に関する正しい知識と，適正な使用方法
に関する基本事項を身につける．

【授業概要】人々の病気の治療・予防に大きな役割を担っている健康食品・漢方
薬・天然薬物をより有効に，かつ安全に使うために，健康食品の法律と制度，
現状と問題点，健康食品の素材と機能成分，栄養補助食品，特定保健用食品，
漢方薬とサプリメント，天然薬物と生薬，天然物化学研究と医薬品開発等に
ついて講義する．

【履修上の注意】事情により講義に出席が困難な人 (社会人大学院生，就職活動等)
は担当教員にメールで連絡下さい．場合に依りましては考慮します．

【授業計画】
1.天然薬物・生薬 (担当者: 高石 喜久)
2.漢方薬とサプリメント (担当者: 高石 喜久)
3.天然薬物からシード化合物の探索研究 (担当者: 高石 喜久)
4.天然物化学研究と医薬品開発 (担当者: 高石 喜久)
5.総合討論「漢方・天然薬物について」 (担当者: 高石 喜久)
6.健康食品の法律と制度 (担当者: 寺尾 純二)
7.栄養学から見た健康食品の現状と問題点 (担当者: 寺尾 純二)
8.健康食品の素材と機能成分 (1) (担当者: 寺尾 純二)
9.健康食品の素材と機能成分 (2) (担当者: 寺尾 純二)

10.総合演習 (担当者: 寺尾 純二)
11.栄養補助食品 / サプリメントとしてのビタミン類，ミネラル類 (担当者:
武田 英二)

12.特定保健用食品 / プロバイオテイクス，プレバイオテイクス (担当者: 武
田 英二)

13.特定保健用食品 / 脂質代謝調節食品 (担当者: 武田 英二)
14.特定保健用食品 / 骨，血圧，血糖調節食品 (担当者: 武田 英二)
15.総合討論 (担当者: 武田 英二)

【成績評価】出席状況とレポート等により評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182854
【連絡先】
⇒高石 (088-633-7275, takaishi@ph.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー:
木曜日12:00—13:00又はメールにより時間調整．
他の教員についてもメールにて時間調整の上，面談して下さい．)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

栄養生命科学概論 2単位 (選択) 毎年 (後期)

Nutritional Bioscience 宮本賢一〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】個々の栄養素が持つ分子情報を，各種疾患発症や予防の側面から理
解する．

【授業概要】各種生活習慣病の予防や治療の側面から，アミノ酸，グルコース，
各種ミネラルおよびビタミンの持つ分子情報と生体内代謝を理解する．

【履修上の注意】スライドやプリントを利用する．
【授業計画】

1.糖尿病とグルコース代謝-1
2.糖尿病とグルコース代謝-2
3.糖尿病とグルコース代謝-3
4.アミノ酸栄養と味覚異常-1
5.アミノ酸栄養と味覚異常-2
6.アミノ酸栄養と味覚異常-3
7.脂質の分子情報と肥満-1
8.脂質の分子情報と肥満-2
9.カルシウムと骨粗鬆症-1

10.カルシウムと骨粗鬆症-2
11.リンと慢性腎不全/透析医療-1
12.リンと慢性腎不全/透析医療-2
13.脂溶性ビタミンと各種疾患
14.栄養吸収と疾患
15.微量元素と疾患

【成績評価】授業への参加の姿勢と到達目標の達成度により評価し単位を認定
する．

【再試験】無し (欠席の場合は，課題のレポートを課す)
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182829
【連絡先】
⇒宮本 (分子栄養学分野, 088-633-7081, miyamoto@nutr.med.tokushima-u.a

c.jp) Mail (オフィスアワー: 月曜日の午後6時以降)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

栄養と環境適応反応学特論 2単位 (選択) 毎年 (前期)

Nutritional Adaptation to Environments 二川健〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，奥村裕司 ·准教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】ストレスに対する全身の応答ならびにその分子機構を理解し，その
栄養学的な制御法について考察する．

【授業概要】ストレス応答の分子機構を理解することは，生体の調節機構そのも
のを理解することである．生物がどのようにして環境変化に適応するのか，そ
の仕組みを理解し，さらに疾病との関連についても教える．また，環境適応
反応に栄養素や栄養状態がどのような役割を果たすのかを理解させ，生体反
応を支える栄養学を学ぶことを主眼とする．

【履修上の注意】 プリントや液晶プロジェクターを用いて講義する．ディスカッ
ションに積極的に参加することが望まれる．現在，e-learningの予定なし． 2
年に 1度のサイクルで開講しているので，来年度は開講しない予定．

【授業計画】
1.最初にヒトの栄養適応について概説する．その後，エネルギー代謝とタ
ンパク質代謝の適応を中心に，生体の栄養適応反応について講義し，適
応の機序について理解させる． / 1．栄養適応概観 / 2．エネルギー代謝
適応 1) エネルギー欠乏に対する適応 / 3．エネルギー代謝適応 2) エネ
ルギー過剰に対する適応 / 4．小児の追いつき成長 / 5．タンパク質欠乏
に対する適応 / 6．運動と栄養適応 / 7．食欲と栄養適応 (担当者: 奥村
准教授)

2.病態解析の分野で新しい概念や方法論を指導する． / 8．ストレスの筋蛋
白質代謝に及ぼす影響 / 9．ストレスの骨代謝に及ぼす影響 / 10．スト
レスの情動 (脳)に及ぼす影響 / 11．ストレスの食欲に及ぼす影響 / 12．
ストレスと成長 / 13．ストレスと老化 / 14．無重力環境と栄養 / 15．宇
宙食 (担当者: 二川教授)

【成績評価】出席状況やレポートにより評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182825
【連絡先】
⇒二川 (nikawa@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 金曜日
の16:00-17:00)

⇒奥村 (yuushi@ier.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 水曜日の16:00
-18:00)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

機能性食品設計学 (ニュートリゲノミクス) 2単位 (選択) 1年, 2年
Functional Food Design and Science (Nutrigenomics) 寺尾純二〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，山西倫太郎 ·准教授 /人間栄養科学専攻

長尾昭彦 ·非常勤講師 /栄養生命科学教育部，亀山眞由美 ·非常勤講師 /栄養生命科学教育部，徳安健 ·非常勤講師 /栄養生命科学教育部

【授業目的】機能性食品を開発設計するための基礎能力を養う
【授業概要】人体の恒常性維持に関わる生体反応を制御する食品機能成分の特性
を理解し，それを応用した疾患予防や治療に関わる機能性食品の設計技術開
発について学習する．

【履修上の注意】本講義の一部は博士前期課程講義「食品機能学特論」と重複する．
本講義は大学院教育イニシアチブ科目「ニュートリゲノミクス」を構成する
単位である．

【授業計画】
1.アレルギー・免疫 概論 (担当者: 山西助教授)
2.アレルゲン性低減化食品の開発 (担当者: 山西助教授)
3. n-3系脂肪酸の利用 (担当者: 山西助教授)
4.カテキン・ポリフェノールの利用 (担当者: 山西助教授)
5.抗酸化成分の利用 (担当者: 山西助教授)
6.免疫寛容について (担当者: 山西助教授)
7.プロバイオティクスの利用 (担当者: 山西助教授)
8.機能性食品開発シミュレーション (担当者: 山西助教授)
9.生体の酸化ストレスと抗酸化機構 (担当者: 寺尾教授)

10.脂溶性食品機能成分の分散特性と消化性 (担当者: 長尾教授)
11.食品素材と脂溶性食品機能成分の消化吸収 (担当者: 長尾教授)
12.食品機能成分の質量分析法 (担当者: 亀山助教授)
13.食品の安全性 (担当者: 亀山助教授)
14.機能性糖質素材の開発動向 (担当者: 徳安助教授)
15.糖質の消化性制御および機能評価に関する研究開発 (担当者: 徳安助教授)

【成績評価】講義への出席状況・セミナー発表・プレゼンテーションおよびレポー
ト等より判定する

【再試験】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182830
【連絡先】
⇒寺尾 (088-633-7087, terao@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 金曜日の18:00∼ 20:00(e-mailにより時間調節を適宜おこないます))

⇒山西 (088-633-9366, rintaro@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 月曜日∼ 金曜日の9:00∼ 17:00)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

臨床ストレス栄養学特論 2単位 (選択) 1年 (後期)

武田英二〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，竹谷豊 ·准教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】ストレスによる生体反応を理解して，ストレス制御機構を学習する．
【授業概要】ストレスによる病態，ホルモン動態，炎症反応，代謝異常，等を理
解して，ストレスを制御する生体反応，食品，薬品について教授する．

【授業計画】
1.ストレスと生体反応
2.ストレスによる精神神経疾患
3.ストレス制御機能性食品開発とヒトでの評価
4.ストレス評価と精神神経疾患
5.ストレスの評価法
6.ストレスの制御に関わる高次食品機能
7.栄養素の輸送とストレス制御
8.ストレスによる神経内科疾患
9.ストレス制御薬剤の機能と構造

10.炎症性腸疾患とストレス
11.ストレス制御と栄養管理
12.ストレス調節とペプチド
13.高血糖とストレス
14.ストレス誘導性細胞死の病態
15.酸化ストレスと膜脂質分解

【成績評価】出席およびレポートで評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182841
【連絡先】
⇒武田英二
⇒竹谷豊
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

医療栄養学概論 2単位 (選択) 1年 (後期)

中屋豊〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，髙橋章 ·教授 /人間栄養科学専攻，保坂利男 ·助教 /医学部 ·歯学部附属病院

【授業目的】臨床の各病態下における，栄養管理を習得させる．また，チーム医
療の一員として，活躍できるように栄養以外の知識 (病態，検査，治療)も習
得する．

【授業概要】各病態における栄養管理
【履修上の注意】インターネットで症例，学習資料に提示する．症例における問題
点を見つけ，自己学習する．ネット上で栄養管理に関する討論を行う．症例
の検討結果および課題に対するレポート提出

【授業計画】
1.栄養評価 (SGA,ODA)と栄養必要量の算出 (担当者: 保坂)
2.脱水 (脱水の種類，Naの意義，口渇) (担当者: 中屋)
3.水・電解質異常 (酸塩基平衡 1) (担当者: 中屋)
4.嘔吐・下痢 (電解質異常，酸-塩基平衡 2，輸液) (担当者: 中屋)
5.経腸栄養の管理 (担当者: 高橋)
6.短腸症候群 (消化管の機能，術後の合併症) (担当者: 高橋)
7.糖尿病腎症と肺炎 (ストレス下の糖尿病のコントロール) (担当者: 保坂)
8.糖尿病性昏睡 (感染症と糖尿病，シックデイの対策) (担当者: 保坂)
9. COPD(呼吸器疾患の病態，シックデイの対策) (担当者: 保坂)

10.心不全 (心不全の病態理解，心不全の栄養管理) (担当者: 中屋)
11.食道癌 (術前・術後の栄養管理，免疫増強栄養剤) (担当者: 高橋)
12.抗ガン剤治療中の栄養管理 (抗ガン剤投与時の副作用対策 (担当者: 中屋)
13.熱傷 (外傷時のストレスと栄養) (担当者: 高橋)
14.症例検討 1 (担当者: 高橋)
15.症例検討 2 (担当者: 中屋)

【成績評価】レポート提出．ネットでの討論参加の際の意見を評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182821
【備考】E-ラーニングを中心に行う．
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

国際公衆栄養学特論 2単位 (選択) 1年, 2年
酒井徹〈授業責任者 〉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】公衆栄養活動の科学的根拠について学習する．
【授業概要】栄養を含めた環境因子と健康問題との関連を学習し，特定の疾患予
防や治療に公衆栄養を応用するための基礎的知識を理解させる．

【履修上の注意】講義においてプリントを配布するが，プロジェクターなどを使用
して説明も行う．ノートの取り方を工夫すること．

【授業計画】
1.科学的根拠に基づく栄養学の理論について事例をあげて解説を行う．

【成績評価】出席状況により判定する
【再試験】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182822
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

先端健康科学特論 2単位 (必修) 1年 (通年), 2年 (通年)

中屋豊〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，宮本賢一 ·教授 /人間栄養科学専攻，岸恭一 ·肩書，寺尾純二 ·教授 /人間栄養科学専攻，太田房雄 ·肩書
武田英二 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業概要】学内，学外および海外の演者による，最新栄養学・医学・食品学研
究の紹介．特に，臨床栄養学，国際栄養学，公衆栄養学，食品機能学，分子栄
養学分野

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182810
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

分子代謝学セミナー 2単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年)

宮本賢一 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】疾患予防について，栄養及び薬物との相互作用を理解する．
【授業概要】栄養素のもつ生体内情報，及び薬物と栄養の相互作用などを中心に，
疾患予防の観点より，栄養素材の重要性について学習する．さらに，栄養素
の細胞内情報について，最新の研究論文を抄読し，各自の研究目的，研究方
法，結果について学習し，研究の具体的な問題点について議論する．

【履修上の注意】講義においてプリントを配布するが，プロジェクターなどを使用
して説明も行う．ノートの取り方を工夫すること．

【授業計画】
1.ビタミン・ミネラルなどを中心に，栄養素としての研究の歴史や，これ
らの発見に至る過程を学習し，最新の栄養学分野におけるトピックスに
ついて教育する． (担当者: 宮本教授)

【成績評価】出席状況，受講態度，レポートなどにより判断する．
【再試験】行わない．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182816
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

分子代謝学実験 2単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年)

Molecula metabolism exercise 宮本賢一〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】より高度な分子栄養学的な研究手法を取得する．
【授業概要】アミノ酸，脂質，糖質，ミネラルのもつ生体維持の恒常性について，
疾患の予防と治療的な側面より研究する．とくに，最新の生化学・分子生物
学的手法の習得や，これらの技術を基盤とした分子栄養学について教育を行
う．また，与えられた研究課題について，指導教官とともに実験学習し，基
礎栄養学を理解する能力を身につける．

【履修上の注意】講義においてはプリントも配布するが，プロジェクターなどを使
用しての講義なのでノートの取り方は工夫すること．

【授業計画】
1.遺伝子解析技術について (アミノ酸ミネラル代謝に関する遺伝子)-1
2.遺伝子解析技術について (アミノ酸ミネラル代謝に関する遺伝子)-2
3.遺伝子解析技術について (アミノ酸ミネラル代謝に関する遺伝子)-3
4.遺伝子改変動物の作成-1
5.遺伝子改変動物の作成-2
6.遺伝子改変動物の作成-3
7.遺伝子導入と細胞機能-1
8.遺伝子導入と細胞機能-2
9.栄養素と遺伝子について-1

10.栄養素と遺伝子について-2
11.遺伝子改変動物による栄養実験-1
12.遺伝子改変動物による栄養実験-2
13.遺伝子改変動物による代謝実験
14. RNAの合成と分解
15.分子栄養学と細胞生物学の理解

【成績評価】出席状況，受講態度，レポートなどにより判断する．
【再試験】行わない．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182817
【連絡先】
⇒宮本 (分子栄養学分野, 088-633-7081, miyamoto@nutr.med.tokushima-u.a

c.jp) Mail (オフィスアワー: 金曜日の18:15∼ 19:45(e-mailにより時間調節
を適宜おこないます))
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

生体機能学セミナー 2単位 (選択) 毎年 (通年)

Seminar on Nutritional Physiology 二川健〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，奥村裕司 ·准教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】生体栄養学の研究を行うための最新の知識を身につける
【授業概要】栄養状態と生体機能の変化ならびに栄養素による生体機能の調節に
ついての最新の代表的な論文を抄読させ，作業仮説，実験方法，及び実験結
果について議論することで，自身の研究にフィードバックさせると同時に重
要な新しい概念や発見についての知識を身につけさせる．

【履修上の注意】 プリントや液晶プロジェクターを用いて講義する．ディスカッ
ションに積極的に参加することが望まれる．現在，e-learningの予定なし．

【授業計画】
1.下記の栄養学分野における重要な論文および関連する最新の論文を読ま
せ，研究の背景と最新の動向について学び，今後の発展を考察する． / 1)
生体機能と摂食の調節 / 2) 生体機能とエネルギー代謝 / 3) 生体機能と
タンパク質栄養 / 4) 生体機能とアミノ酸栄養) / 5) 生体機能と体組成の
変化 / 6) 生体機能と栄養状態の評価法 / 7) 生体機能と栄養必要量 (担当
者: 奥村准教授)

2.生理学分野において重要な最新論文を抄読させ，病態解析の分野で新し
い概念や方法論を指導する． / 8) 栄養と筋蛋白質代謝に関する論文抄読
とディスカッション / 9) 栄養と骨代謝に関する論文抄読とディスカッ
ション / 10) 栄養と情動 (脳) に関する論文抄読とディスカッション / 11)
栄養と食欲に関する論文抄読とディスカッション / 12) 栄養と成長に関
する論文抄読とディスカッション / 13) 栄養と老化に関する論文抄読と
ディスカッション / 14) 生体のストレス反応の分子機構とその評価法に
関する論文抄読とディスカッション / 15) 運動器のストレス応答とその
萎縮のメカニズムに関する論文抄読とディスカッション (担当者: 二川
教授)

【成績評価】出席状況やレポートにより評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182837
【連絡先】
⇒二川 (nikawa@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 金曜日
の16:00-17:00)

⇒奥村 (yuushi@ier.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 水曜日の16:00
-18:00)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

生体機能学実験 6単位 (選択) 毎年 (通年)

Experiment on Nutritional Physiology 二川健〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，奥村裕司 ·准教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】生体栄養学の研究を行うための最新の方法論と手技，論文のまとめ
方を身につける

【授業概要】栄養状態と生体機能の変化ならびに栄養素による生体機能の調節に
ついての最新の代表的な論文を読ませ，作業仮説，実験方法，及び，実験結果
について議論することで，自信の研究にフィードバックさせると同時に重要
な新しい概念や発見についての知識を身につけさせ，与えたテーマについて
研究させる．

【履修上の注意】積極的に学習し，実験は慎重に行うこと．
【授業計画】

1.栄養学分野における重要な最新論文を渉猟し，問題点を明らかにした後，
タンパク質・アミノ酸必要量ならびにそれらの摂取調節の研究を行う． /
最新のタンパク質・アミノ酸栄養必要量に関する研究の概説 / 最新の運
動時の栄養に関する研究の概説 / 研究手技 (1):動物の飼育法と実験法 /
研究手技 (2):飼料の作成法 / 研究手技 (3):実験動物における栄養素の出納
法 / 研究手技 (4):ヒトにおける栄養素の出納法 / 研究手技 (5):タンパク
質・アミノ酸栄養に関する論文の作成法 (担当者: 奥村准教授)

2.生理学分野において重要な最新論文を抄読させ，病態解析の分野で新し
い概念や方法論を指導る． / 最新の生体のストレス反応の分子機構とそ
の評価法に関する研究の概説 / 最新の骨格筋のストレス応答と病態に関
する研究の概説 / 研究手技 (6):タンパク質定量法 / 研究手技 (7):遺伝子解
析実験法 / 研究手技 (8):Western blottingと Northern blotting / 研究手技
(9):PCR実験法 / 研究手技 (10):電気生理学実験法 / 研究手技 (11):免疫組
織学実験法 (担当者: 二川教授)

【成績評価】研究態度，研究成果等により評価する．現在，e-learningの予定なし．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182838
【連絡先】
⇒二川 (nikawa@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 金曜日
の16:00-17:00)

⇒奥村 (yuushi@ier.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 火曜日の9:30-
11:00)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

食品機能学セミナー 2単位 (選択) 1年 (前期)

寺尾純二〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，山西倫太郎 ·准教授 /人間栄養科学専攻

【授業概要】食品科学，栄養科学や生化学・分子生物学分野において注目された
最新の食品機能研究の成果をまとめて発表させ討論することにより，最新知
識を身につけさせる．さらに関連する研究分野について学習させることによ
り，食品機能研究者としての研究能力を向上させる．

【授業計画】
1.食品科学・栄養科学分野における最新の研究成果を発表させ，その応用
開発を議論することにより食品開発をめざした研究者としての能力を向
上させる． (担当者: 寺尾教授)

2.免疫・アレルギーに関する教科書と最新の論文を精読させ，生体に有利
な調節のために食品成分が介入できるポイントについて整理・考察させ
る． (担当者: 山西助教授)

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182845
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

食品生理機能科学実験 6単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年), 3年 (通年)

Functional Food Science Experiments 2 寺尾純二〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，山西倫太郎 ·准教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】ヒト栄養学の観点から食品機能科学研究を行うための応用能力を
養う

【授業概要】食品機能を応用した食品設計開発の基盤となる生理機能評価の基礎
技術と手法を教授する．

【履修上の注意】なし
【授業計画】

1.食品由来抗酸化物質の生理機能評価とその応用技術に関する研究，生体
内過酸化脂質の分析方法とその生理機能に関する研究を指導する． (担
当者: 寺尾教授)

2.免疫系を調節する食品因子の作用機序を細胞及び組織レベルで解析する．
(担当者: 山西助教授)

【成績評価】実験の実施状況や報告書の内容で評価する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182849
【連絡先】
⇒寺尾 (088-633-7087, terao@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 金曜日の18:00∼ 20:00(e-mailにより時間調節を適宜おこないます))

⇒山西 (088-633-9366, rintaro@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 月曜日∼ 金曜日の9:00∼ 17:00)
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

健康医科学セミナー 2単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年)

中屋豊〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，髙橋章 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業概要】腸管での分泌吸収機構を解析するうえで必要と考えられるウッシン
グ法，パッチクランプ法などの原理，イオン電流と細胞機能の関係，細胞内
情報伝達機構などについて講義を行い，これに関連した課題の抄読会を行う．

【授業計画】
1.細胞膜におけるイオンチャネル，受容体の働きの理解に重点を置き，こ
れらと細胞機能との関連について講義を行う． (担当者: 中屋教授)

2.イオン電流の測定方法および理論について講義を行う．イオン電流や細
胞内情報伝達機構などの研究法について学ぶ． (担当者: 高橋助教授)

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182805
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

健康医科学実験 6単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年), 3年 (通年)

中屋豊〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，髙橋章 ·教授 /人間栄養科学専攻

【授業概要】消化吸収機構の解明および下痢の発症メカニズムの解明を行う．特
にサイトカイン，細胞内カルシウム動態，クロールイオンチャネルの開閉，栄養
素の輸送機構などについて電気生理学，分子生物学的手法を用い研究を行う．

【授業計画】
1.消化吸収機構についての理解を深め，臨床治療に応用できるようにする．
また，病態における栄養補給法とのこれらの整理機構との関連について
講義を行い，実際の投与法について学ぶ． (担当者: 中屋教授)

2.下痢のメカニズムを分子生物学的に検討する．特に腸管細菌感染による
下痢発症機構について講義を行い，新しい予防法について最近の研究を
紹介する． (担当者: 高橋助教授)

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182806
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

治療栄養学セミナー 2単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年)

武田英二〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，竹谷豊 ·准教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】臨床栄養学や栄養治療学に関する最先端情報を国際的学術雑誌から
得て，発表および解説することにより，知識や研究設定法を養成する．

【授業概要】臨床栄養学や栄養治療学に関する最先端情報を国際的学術雑誌から
得ることにより，科学的エビデンス，統計手法，研究成果の意義を学習する．

【授業方法】教員による発表を学ぶ．学生の発表に対して質疑応答する．プリン
トおよびパワーポイントを用いて発表する．

【キーワード】英語，科学的エビデンス，研究，国際的
【授業計画】

1.研究の背景，研究目的，研究の意義，文献調査法，国際的論文を読み最
先端情報を得る，等を学習する．

【成績評価】質疑応答および理解度により判定する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182835
【連絡先】
⇒武田英二
⇒竹谷豊

— 66 —

http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182835


栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

治療栄養学実験 6単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年)

武田英二〈授業責任者 〉 ·教授 /人間栄養科学専攻，竹谷豊 ·准教授 /人間栄養科学専攻

【授業目的】実験や調査による研究を行い，解析方法や発表方法を習得する．
【授業概要】研究課題に対する実験方法や調査方法を学び，研究を実施する．結
果を解析して発表する．これらにより研究を組み立て，学会発表や論文発表
する能力を養成する．

【授業計画】
1.研究課題の背景，意義，対象と方法，予想される結果，等をまとめて発
表させる．

2.実験や調査を行い，問題点や進捗状況を発表させる．
3.結果を解析して発表させる．
4.研究結果全体を組み立て，発表させる．
5.論文作成を指導する．

【成績評価】研究実施や発表に関する態度や能力で判定する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182836
【連絡先】
⇒武田英二
⇒竹谷豊
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

公衆栄養学セミナー 2単位 (選択) 1年 (前期)

酒井徹〈授業責任者 〉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】公衆栄養学および栄養免疫学におけるトピックスな話題について議
論する．

【授業概要】公衆栄養学および栄養免疫学分野において注目された最新の研究の
成果をまとめて発表させ討論することにより，最新知識を身につけさせる．さ
らに関連する研究分野について学習させることにより，研究者としての研究
能力を向上させる．

【履修上の注意】講義においてプリントを配布するが，プロジェクターなどを使用
して説明も行う．ノートの取り方を工夫すること．

【授業計画】
1.公衆栄養学および栄養免疫に関する教科書と最新の論文を精読させ，生
体に有利な調節のために栄養介入できるポイントについて整理・考察さ
せる．

【成績評価】出席状況により判定する
【再試験】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182811
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

公衆栄養学実験 6単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年), 3年 (通年)

酒井徹〈授業責任者 〉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】栄養免疫学および栄養疫学に関する最新の実験手法を習得する．
【授業概要】ヒト栄養学の観点から栄養疫学および栄養免疫学研究を行うための
方法と技術を教授する．個別の研究課題を設定し，課題を実証するための実
験手技と結果の解釈や考察について指導する．

【授業計画】
1.栄養や栄養状態が細胞性および液性免疫に及ぼす影響を明らかにする．
地域住民の協力を得て，地域における栄養改善活動に関する研究を行う．

【成績評価】実験実習への出席状況により判定する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182812
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

機能素材開発学セミナー 2単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年), 3年 (通年)

長尾昭彦〈授業責任者 〉 ·非常勤講師 /栄養生命科学教育部，亀山眞由美 ·非常勤講師 /栄養生命科学教育部，徳安健 ·非常勤講師 /栄養生命科学教育部

【授業目的】最新の食品素材及び機能成分に関する論文を精査させ，機能素材開
発に必要とされる幅広い知識を習得させる．

【授業概要】機能発現に関わる食品素材の特性に関する最新の研究成果をとりま
とめて発表させ討論することにより，素材開発のための幅広い知識を持たせ
研究能力を向上させる．

【授業計画】
1.機能成分の消化・吸収に関する最新の論文を精読させ，素材の生体利用
性を向上させための素材開発を考察させる． (担当者: 長尾教授)

2.機能成分の単離及び構造決定に関する最新の論文を精読させ，機器分析
手法を指導する． (担当者: 亀山助教授)

3.機能性糖質素材の製造技術等に係る最新の論文を精読させ，新素材開発
戦略について考察させる． (担当者: 徳安助教授)

【成績評価】出席状況と小テスト，レポート等により評価する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182831
【備考】e-ラーニングも利用する
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 博士後期課程

機能素材開発学実験 6単位 (選択) 1年 (通年), 2年 (通年), 3年 (通年)

Functional Food Technology Experiments 2 長尾昭彦〈授業責任者 〉 ·非常勤講師 /栄養生命科学教育部，亀山眞由美 ·非常勤講師 /栄養生命科学教育部
徳安健 ·非常勤講師 /栄養生命科学教育部

【授業目的】個別の実験課題の下で，機能素材開発に必要とされる幅広い研究開
発手法及び技術を習得させる．

【授業概要】蓄積された食品機能研究の成果を食品として活用する観点から，機
能素材の研究開発方法と技術を教授する．個別の研究課題を設定し，素材開発
に必要な研究方法，研究成果の取りまとめ方及び論文作成について指導する．

【授業計画】
1.素材中の機能成分の消化・吸収機構の懐石に関する研究とその素材開発
への応用技術に関する研究を指導する． (担当者: 長尾教授)

2.素材中の機能成分の構造解析と加工・調理に伴う化学変化の解析に関す
る研究指導を行う． (担当者: 亀山助教授)

3.機能性糖質素材の開発に係る変換技術および分析技術に関する研究指導
を行う． (担当者: 徳安助教授)

【成績評価】出席状況と小テスト，レポート等により評価する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=182832
【備考】e-ラーニングも利用する
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 人間栄養科学専攻 (博士前期)

人間栄養科学専攻 (博士前期)

•全専攻系共通カリキュラム科目
生命倫理入門 . . .山野・板倉・太田・北村・久保・佐野・寺尾・中條・水口・松本 /毎年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4

臨床心理学 . . .佐藤・山本・境・三留 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5

社会医学 ·疫学 ·医学統計入門 . . .有澤・伊藤・上野・上村・木原・谷岡・德村・日野出・森口・楊河 /毎年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6
英語論文作成入門 . . .市原・冨田・梶・林・福井・中屋・岡崎・樋口・長篠・片岡 /毎年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7

心身健康と環境ストレス . . .武田 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8

生命科学の研究手法 . . .羽地 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9

•各専攻系間の共通カリキュラム科目
臨床医科学入門 . . .梶・伊東・添木・土井・坂東・中條・河野・武田・齋藤 /毎年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10
プロテオミクス概論 . . .谷口・木戸・蛯名・野間・宮本 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11

健康食品・漢方 . . .高石・寺尾・武田 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12

•指定科目
分子栄養学特論 . . .宮本 /毎年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 13

タンパク質・アミノ酸代謝の生理学特論 . . .二川・奥村 /毎年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14
食品機能学特論 . . .寺尾・山西 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15

国際環境安全学概論 . . .太田・大和・古賀 /毎年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16

栄養サポート概論 . . .中屋・髙橋・保坂 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 17

臨床栄養学特論 1 . . .中屋・武田 /毎年 (集中) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 18

臨床栄養治療学特論 . . .武田・竹谷 / 1 年 (通年), 2 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 19

公衆栄養学特論 . . .酒井 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 20
臨床栄養学入門 . . .武田・中屋・宮本・竹谷・髙橋 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 21

健康科学特論 . . .中屋・宮本・岸・寺尾・太田・武田 / 1 年 (通年), 2 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 22

人間栄養学特論 . . .二川・坂井・寺尾・大和・矢野・山西・堀尾・酒井 /毎年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23

•専門科目
分子代謝学演習 . . .宮本 / 1 年 (通年), 2 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24

分子代謝学特別実験 . . .宮本 / 1 年, 2 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 25
生体機能学演習 . . .二川・奥村・原田 /毎年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26
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栄養生命科学教育部 (2009) 〉 人間栄養科学専攻 (博士後期)

生体機能学特別実験 . . .二川・奥村・原田 /毎年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 27
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食品機能学特別実験 . . .寺尾・山西 / 1 年 (通年), 2 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29

国際食品安全学演習 . . .髙橋・大和・古賀 /毎年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30

予防安全学特別実験 . . .髙橋・大和・古賀 /毎年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31

健康医科学演習 . . .中屋・髙橋 / 1 年 (通年), 2 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32
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